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皿.腸 結 核症 ノ病理解剖學的観察

1.結 核性病攣iノ肉眼的所見

(1)結 核性病攣 ノ分類並 ニ 其性状、A第 一

型、B・第二型、C.第 三型、D.第 四型、

E.第 五型、F.第 六型、G.第 七型、

H.第 八型

(2)腸 部位 ト結 核性病攣 ノ型 ニ就 テA・ 十

二指腸、B.小 腸、C.同 盲辮.D・ 盲腸、

E.結 腸、F.直 腸、備考

(3)腸 ノ出血

(4)腸 ノ穿 孔

(5)結 核性潰瘍 ノ治癒 ト腸 管狭窄症

(6)総 括

丈 献

1.緒 言

腸 ノ結核初期慶化徽 即一次性結核症 ニ就 テ、

余ハ既二本誌第8巻 第11號 ニ報告 シタ｡弦 ニ

ハ肺結核症 二績登 スルニ次性腸結核症二就テ報

告 スル｡二 次性腸結核症 ハ、肺結核症 ニ於 テ最

モ多 ク見ル合併症デアルニモ拘ハ ラズ、其病理

解剖學 ニハ不明 ノ貼ガ砂ク無 久 且、研究報告

モ多 イ トハ云ヘナイ｡殊 ニ其肺結核症 トノ關

係、腸間膜淋巴腺 トノ關係、腸漿液膜 トノ關係

等 ノ諸問題 二關スル研究業績ハ極 メテ少 イノデ

ア ル｡

余 ハ岡治道博士ノ指導ニヨリ、昭和2年 以來、

東京市療養所 二於 テ剖検 マラレタ材料ニ就 テ、

腸結核症 ノ病理解剖學的観察 テ行 ヒ、特 二是等

ノ諸問題 ニ關スル研究ラ試 ミタノデアル｡本 研

究 ノー部ノ・既ニ其大要 テ昭和6年4月 第9同 日

本結核病學會二於 テ第一同報告 トシテ登表 シタ

モ ノ フ.ア ルレ｡

-.検 索方法

L材 料 昭 和2年1月 カ ラ、 昭 和6年8月 二

至 ル間 ニ、 東 京 市 療 養 所 ニ於 テ剖 検 セ ラ レタ成

人 肺 結 核 症 解 屍 盟 中、208例 二就 テ観 察 シ タ｡

剖 検 ハ 岡博 士 ト共 ニ余 自 ラ行 ツ タ.又 頭 頸 部其

他 ノ研 究 観 察 ニ ハ 毎常 同 僚 關 根=豊之 助 氏、 岩 岡

準 氏 、 平 野 恒 氏 等 ノ助 力 ラ得 テ居 ル｡弦 ニ深 イ

感 謝 ノ意 ラ表 ス｡

2.割 検 及 其 術 式 剖 検 二先 ダ チ、 余 等 ハ屍 膿

二、 死後 撒 時 間、 叉 場 合 ニ 依 ツ テハ10撒 時 間

ニ シテ、 股 静 脈 ヨ リ約15%ノ 「フ ォル マ リンj

液 ラ2000c.c.前後 注 入 シテ固 定 シタ｡剖 検 ハ死 後

24時 間乃 至48時 間 ニ シ テ行 ツ タ｡固 定 ハ 岡博

士 ノ考 按 ニ依 ル モ ノ デ アル ガ、 此 法 ニ依 ル トキ

ノ・、 余 等 ノ場 合 ノ如 ク24時 間以 上 ノ 長 時 間 ラ

経 テ剖 検 スル ニ當 リ、 屍 艘 ノ自家 融 解 、 或 ノ・腐

敗 ラ防 ギ、 且 ツ臓 器 ノ位 置、 形 状 ガ固 定 時 ノ状

態 ラ其 儘 ニ保 存 ス ル ノ利 ガ アル｡爾 、 又、 組 織

學 的 検索 二 當 ヅテ ハ 著 シ イ 利 盆 テ 見 ル ノ デ ア

ル｡即 、 腸 ハ 自家 融 解、 腐 敗等 ノ最 モ盛 ナ臓 器

デ ア ル｡故 ニ、 固 定 セズ シテ 死 後24時 間 以 後

二剖 検 シタ材料 二於 テハ、 其 組 織 學 的検 査 二際

シ、 良好 ナル標 本 ラ得 ル コ トノ・困 難 デ アル｡然

ル ニ固定 法 テ豫 メ施 シ タ場 合 ニハ、 其 標 本 二 見

ラ レル 自家 融 解 其 他 ノ死 後 ノ攣 化 ガ少 ク、 良 イ
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標 本 ラ得 ラ レル ノデ アル｡剖 検 ハ岡 治 道 氏 ノ術

式 ω二 依 ツ テ 行 ツ タ ノデ アル｡即 、 喉 頭 、 食

道 、 扁 桃 腺 等 ノ頸 部 臓 器 ハ頸 部 淋 巴腺 テ附属 セ

シ メ タ儘 、 頸 椎骨 前 面 カ ラ分 離 シ、 之 二腋 下淋

巴腺 組 織 ラ附随 セ シ メ、 胸 部 臓 器 ト共 ニー括 シ

テ取 リ出 ス｡胸 部臓 器 ハ肋 膜 面 ニ癒 著 ノ存 ス ル

場 合 ニハ、 常 二胸 壁 肋 膜 ラ肋 骨 カ ラ剥 離 シテ取

リ出 ス ノデ ア ル｡此 方法 ハ肺 ヲ損 傷 スル恐 レガ

無 イ ノ ミナ ラズ、 後 ニ至 ツ テ癒 著 部 ヲ明 カー ス

ル コ トガ出 來 ル ノデ アル｡次 ニ、 腹 部 臓 器 ノ剖

検 ニ於 テ ノ・、 横 隔 膜 直 下 二於 テ、食 道 、大 動 脈 、

下 腔 静 脈 ラ裁 断 シ、肝 、 胃、 腸 、 腸 間膜 、 脾 、

腎 、副 腎、膵 等 ハ其 儘 後 腹 膜組 織 二附屡 セシ メ、

膀 胱 、 囁 護 腺 、 子 宮 、卵 集等 ハ骨盤 腔 壁 腹 膜 二

附属 セ シ メ、 直 腸 ハ肛 門 共 完 全 ニ取 リ出 シ、 是

等 腹 腔 拉 ニ骨 盤 腔 臓 器 ハ全 部 一括 シテ取 リ出 ス

ノデ アル｡睾 丸 及鼠 践 部 淋 巴腺 ハ 揚 合 二 依 ツ

テ、 血 管 二附 著 セ シ メ タ儘 、 骨 盤 腔臓 器 ニ附 屡

セ シメ ル｡然 ル後 、 肝 、 脾 、 腎 、 副 腎 等 テ別 々

ニ切 リ離 シ、 腸 ハ腸 間 膜 接 綾 部 ノ前 面 ニ於 テ開

キ、 後 面 ハ其 儘 附 著 セ シ メ置 キ、 次 六 腸 ノ粘

膜 ノ病 憂 ト、 腸 内容 ノ性 歌 テ顧 慮 シ ツ ・之 テ水

洗 シ タ.叉 、 高度 ノ腹 膜 癒 著 ノ存 スル場 合 二於

テ ハ、 横 隔膜 下 ニ於 テ、 食 道 、 大 動 脈 、 下 腔 静

脈 等 ヲ載断 シテ、 胸 腔臓 器 ト分離 スル コ トナ シ

ー、 頸 部、 胸 部 、 腹部 、 骨 盤 等 ノ臓 器 全 部 テー

括 シテ取 リ出 シ タ ノデ ア ル｡

3.肉 眼 的 所 見 観 寮 方 法 腸 及腸 間膜 淋 巴腺 ノ

観 察 二於 テハ、 「腸 ラ腸 間膜 ヨ リ切 リ離 シタル

後 腸 テ開 ク」 ト云 フ方 法 デ ハ、 其 腸 粘膜 ノ病 攣

ト、 腸 間膜 淋 巴腺 ノ病 憂 トノ關 係 テ明 カ ニ スル

コ トガ出來 ナ イ｡從 ツ テ余 ハ、 腸 ヲ腸 間 膜 二附

属 セ シメ タ儘 、 之 テ切 リ開 ク方 法 二從 ツ タ ノデ

アル｡此 方 法 ・・Zenkerノ 術 式 ヲ 改 良 シタ

且eller(2)ノ 方 式 ニ大 盟 一致 シテ オル｡余 ・・剖 検

二際 シ テ、 腹 部 臓 器 ノ病攣 テ大 罷 観 察 シ、 記 載

シ オ キ、 更 二、 之 ヲ10%「 フォル マ リ ン」液 二

固 定 シタ後 、 詳 細 二観 察 シタ｡帥 腸 粘 膜 二就 テ

ハ、 観 察 例 ノ大 多 撒 二於 テ1例 、1例 ニ就 キ、

全 腸 粘 膜 二存 スル個 々 ノ病 髪 ノ形}伏 ヲ殆 ド原 形

大 ニ模 爲 シ、 之 ニ其 病攣 ノ性歌 テ附記 シタ｡尚

病 攣 部 ノ漿 液 膜 面 ノ所 見 モ之 ニ關聯 セ シメ テ観

察 シタ｡腸 間膜 淋 巴腺 ハ、 腸 間 膜 ヲ 大 膿3層

(内層 、 中層、 外層)二 分 ケ、 之 ガ附属 スル腸 ノ

各 部分 部 分 二於 テ、 粘 膜 ノ 攣 化 ト 關聯 セ シメ

ツ ・淋 巴 腺 バ ー 々割 ヲ加 ヘ テ之 テ観 察 シタ.組

織 検 査 二用 フル組 織 片 ハ、 各 例 二就 テ、 肉眼 的

観察 後、 其 最 モ特 徴 トセ ラル可 キ攣 化 ト著 シキ

差 異 ノ認 メラ ル ・病 攣 部 トラ切 リ離 シテ別 二保

存 シ、 之 レカ ラ探 取 シタ｡又 肉 眼 的 及 「ル ー ペ」

テ用 ヒテ モ粘 膜 ニ攣 化 ノ見 ラ レナ イ場 合 ニハ、

腸 各 部 ノ組織 片 及 之 二附 属 スル腸 間 膜 淋 巴 腺 ノ

組 織 片 ラ探 取 シタ｡肺 ノ病 攣 ニ就 テハ、 岡 博 七

ガ余 ノ検 査 例 ノ大 多撒 二就 テ詳 細 ニ検 査 セ ラ レ

タ(之 レハ第9同 日本 結 核 病學 會 宿題 報 告 「病 理

解 剖 學 上 ヨ リ見 タルレ肺 結 核 症 ノ診 断 」 ノ材 料 ト

シテ用 ヒ ラ レタモ ノデ アル)ノ 気 其 所 見 ニ從

ヒ、 尚 其他 ノ例 ニ就 テハ余 ガ検査 ラ試 ミタ モ ノ

デ ア ル｡

皿 腸結核症ノ病理解剖學的観察

1.結 核性病攣 ノ肉眼的所見

(1)結核性病憂ノ分類拉二其性状

腸 ノ結 骸 性病 憂 ハ極 メ テ複雑 デ ア ツ テ、 余 ノ検

査 例 ノ範 園 内 デ ハ之 テ各 例 病 型 別 ニナ ス コ トガ

殆 ド不 可能 デ ア ツ タ｡故 二各 箇病 攣 テ全 例 ヂ通

ジテ観 察 シ、 之 テ大 膿 形態 ニ依 リ、 之 ニ性 状 テ

加 ヘ テ記 載 ノ便 宜 上8種 ニ分類 シタ｡

A.第 一 型 、 之 ノ・大 禮 ニ於 テ、 文 獣 二記載 セ ラ

レテ ヰル庭 ノ結 核 結 節、 結核 性 濾 胞 炎Follicu｡

litistuberkulosaニ ー 致 スル モ ノ デ アル｡

之 ハ多 クハ同 腸 ノパ イエ ル氏 集 合 淋 巴 節 、 叉 ハ

孤 立 淋 巴濾 胞r於 テ見 ラ レル｡大 キ サハ粟 粒 大

ヨ リ、 小 豆 大 ニ達 スル間 ノモ ノデ、 多 クハ庶實

大 、 又 ハ止針 頭 大 デ アル｡色 ハ灰 白色、 灰 白 黄
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色 、 叉 ハ帯 黄 色 ラ呈 スル｡形 ハ大 禮 ニ於 テ圓形

デ、 著 シ ク 隆 起 シタモ ノ ト、 輕 度 ナモ ノ トア

ル｡頂 鮎 ノ圓 イモ ノ ト、 梢 支中 心部 ノ陥 凹 シ タ

モ ノ トアル｡鯛 レテ見 ル ト、 腸 粘 膜 ト同様 ノ硬

サ ノモ ノ、 之 ヨ リ軟 イモ ノ及 硬 度 ノ増 シテ ヰ ル

モ ノ トアル｡充 血 ノ件 フ コ ト ・、 然 ラザ ル コ ト

トアル｡以 上 バー 般 的 所 見 デ アル カ、 是 等 種 々

ナ ル形 ノモ ノ ガ、 散 在性 二、 又 ハ群 テ ナ シ、他

ノ第 二 型 以 下 ノ型 ノ結 核 性 病

攣 ト混 在 シテ ヰル｡

コ ノ第 一 型 ノ或 者 ハ、 肉 眼 的

二殆 ド、 正 常 ノ淋 巴濾 胞 ト旺

別 シ得 ナ イ｡自 ロチ正 常 ノ淋 巴

濾 胞 ト 見 ラル ・モ ノー 於 テ

モ、 肺 結 核 屍 ニ於 テハ、 垣訟

組 織 學 的 二結 核 性 病 憂 テ謹 明

スル コ トガ ア ル｡次 ニハ輕 度

ノ腫 脹 ト灰 白 色 テ呈 シ、 掴 濁

ラ有 スル モ ノ、 又其 灰 白色 ノ

濾 胞 ノ中 心 部 ニ黄 色 ノ鮎 状 小

竈 ヲ有 ス ル モ ノ、 又 濾胞 全膿

帯 黄 色 デ、 軟 ク、 之 ニ割 テ加

ヘ ル ト乾 酪 性物 質 テ満 シテ ヰ

ル モ ノ等 ヲ見 ル コ トガ アル｡

バ イエ ル氏 集 合 淋 巴節 デハ、

淋 巴 節 全 膿 ガ腫 脹 シ、 其 中 二

無 敷 ノ腫 脹 シタ淋 巴 濾胞 ガ、

多 クノ・互 ノ境 界 ヲ明 カ ニ シ得

ナ イ程 密 接 シ テ存 シ、 各 ノ濾

胞 ハ灰 白色 デ アル ヵ、 又 ハ其

中 二帯黄 色 ノ乾 酪 化 セル濾 胞

ガ混 ジ、 爾 コ ノ中 二第 二 型 乃

至 其 他 ノ型 ノ潰 瘍 ノ混 在 テ見

ル コ トガ アル｡叉 衰 弱 ノi著シ

イ屍 罷 デ ハ、 バ イエ ル氏集 合

淋 巴節 バー般 ニ萎縮 シ、 肉 眼

的 二腸 粘 膜 表 面 ヨ リ梢 ㌃陥 凹

シタ、 組 鮭 ナ穎 粒 歌 凹 凸 テ呈

ス ル面 トシテ見 ラ レル ガ、 其

中二少激 ノ、特二隆起 シタ濾胞ガ見 ラレルコト

モ少 クナィ｡

一般二、結核性濾胞炎ノ存スル集合淋巴節ニ相

當スル部分 ノ漿液膜ハ廣汎性腹膜炎ノ存 シナイ

限 リ、 滑澤犬 何等特記 ス可 キ異常 ラ見ナィ

カ、又ハ輕度ノ織維素ノ附著及充血 ヲ見ル位デ

アル｡而 シ稀 ニハ粟粒大乃至麻實大 ノ灰白色 ノ

結核節 テ見ル場合モアル｡第 一型病攣ハ通常同
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腸 、 殊 ニ其 下 部 二多 ク見 ル所 見 デ アル ガ、 而 シ

又 小腸 全 膿、 叉 大腸 ニ モ見 ラ レル場 合 ガ アル｡

B.第 二 型 之 ハ第 一 型 ノ結 核 結 節 ガ乾 酪 攣 性

二陥 リ其 中心 部 ニ小 潰 瘍 ラ形 成 ス ル ニ至 ツ タ モ

ノデ アル｡潰 瘍 ノ大 キ サノ・、粟 粒 大 ヨ リ小 豆大 二

達 スル 間 ノ大 キ サ デ、 止 針 頭 大 乃 至 廠 實 大 ノモ

ノガ多 イ｡形 ハ 圓形 、 類 圓形 、 桶 圓 形 デ アル｡

邊 縁 ハ梢k隆 起 シ、鋸 歯}伏ヲ呈 シ、穿 掘 潜 下 又ノ・

噴 火 口歌 テ呈 スル｡潰 瘍 底 ハ 乾酪 性物 質 、 叉 ハ

粘 液 膿 様物 質 ラ附 著 ス ル カ、 又 ノ・之 ラ見 ナ イ場

合 モ アル｡屡 支充 血 ヲ件 フ｡時 ニノ、コ ノ潰 瘍 ノ

潭 清 セ ラ レ、 比 較 的平 滑 ナ邊 縁 拉 二底 面 ラ有 ス

ル モ ノ ラ見 ル コ トガ アル｡コ ノ第 二 型 潰瘍 ハ第

一 型 ト混 在 シテ見 ラ レル｡好 陵部 位 ハ第 一 型 ト

同様 デ ア ル｡漿 液 膜 ノ結 核 性 反 慮 ノ歌 態 モ第 一

型 ト殆 ド同様 デ アル｡

余 ノ第 二型 債瘍 ハ、 文献 二記 載 セ ラ レテヰ ル塵

ノ初 期結 核 潰 瘍PrimitiveTuberkelgeschwttr・

.叉ノ・「レ ンズ」獣 結 核 性 濾胞 性 潰瘍Lenticulsres

tuberkul6sesFollikelgeschwUr二 相)當スル モ

ノデ アル｡

C.第 三 型 本 型 ヨ リ以 下 ノ型 ノ潰 瘍 ハ、文 献

ニ、 結 核 性 潰瘍Tuberku16sesGeschwUr又 ハ

SekundaresTuberkelgeschwiir(Rokitansky)

トシテ 記載 セ ラ レル モ ノー 一 致 スル モ ノデ ア

ルレo

第三型ノ・、小豆大乃至扁豆大 ノ潰瘍 デ、形ハ不

整多角形、類圓形、圓形 ヲ示 シ、邊縁 ハ鋸歯駄

ラ呈 シ、穿掘潜下 シ、時ニハ噴火口状テ成 ス｡

時 ニハ邊縁ガ堤状 ニ隆起 シテヰル｡潰 瘍底ハ凹

凸平滑 ナラズ｡粘 液膿様物質又ハ乾酪性物質 ヲ

附著 スル｡多 クハ充血 ヲ件 フ.然 シ又邊縁及底

面 ガ比較的平滑 デ、浮清 セラレタ型 ノ潰瘍 トシ

テ見 ラレル場合モァル｡

漿液膜面 ニハ第一、第二型 ト同様 ニ、何等 ノ異

常ラ見ナイカ、又ハ織維素 ノ附著、充血 テ見、

時 トシテ粟粒大乃至麻實大 ノ灰白色ノ結節 ヲ見

ル｡コ ノ結核結節ハ比較的古 イ潰瘍 ト見 ラレル

モノニ於 テ存 スル揚合ガ多 イ｡

コ ノ型 ノ潰瘍 ハ 尚 之 ヨ リ第 四型 以 下 ノ潰瘍 ニ迄

登 育 スル ト考 ヘ ラ レルモ ノデ アル ガ、 又 コ ノ儘

治 癒 ニ向 フ傾 向 ノモ ノモ認 メ ラ レル ノデ アル｡

通 常 此 潰 瘍 ハ第 一 型 及 第 二 型 ノ多 ク存 スル部 分

二見 ラ レル ノ デ アル ガ、 然 シ其 他 ノ部 分 ニモ存

在 シナ イ ノデ ハ ナ イ｡

D.第 四 型 コ ノ型 ハ橘 圓 形 、 長 圓形 、 不 整長

方 形 等 ノ細長 潰瘍 デ、 腸 ノ縦 軸 二直 角 ノ方 向 一

存 ス ル(Quergestellt)潰 瘍 デ アル｡大 キ サ ノ・、

扁 豆 大 、 碗 豆大 以 上 デ、 長 イモ ノハ腸 ノ横 軸 全

盟 二亙 リ、 所 謂 帯駄 潰瘍(Bandf6rmigesGesc-

hwUr,Girdleulcer)ト 云 ノ・レル モ ノデ アル｡

余 ハ便 宜 上、此第 四型 潰瘍 ヲニ 種 類 二分類 スル｡

即長 サ2糎 以 下 ノモ ノラ第 四型Aト シ、2糎 以

上、 腸 ノ横 軸 全 膿 二及 ブ迄 ノモ ノラ第 四型Bト

ス ル｡第 四型 潰 瘍 バー 般 二文 献 二記 載 セ ラ レテ

ヰ ル様 ニ、 腸 ノ結 核 性 潰 瘍 中極 メ テ多 敷 二見 ル

塵 ノモ ノデ ア ル｡コ ノ潰 瘍 ノ・腸 ノ練 テ ノ部 位 ニ

見 ラ レル ガ、 小 腸 ニ 現 バ レル コ トガ 比較 的 多

イ｡

潰 瘍 ノ邊 縁 ハ多 クハ隆 起 シ テ、 屡 支堤 歌 ラ成 シ

且 、 鋸 歯 駄 ヲ呈 スル｡其 程度 ハ輕 度 ナ モ ノ カ ラ

著 明 ナ モ ノニ至 ル迄 、 様 々 デ ア ツ テ、 一 定 シ得

ナ イ｡揚 合 二依 ツ テ ハ殆 ド滑澤 ニ見 エ ル｡叉 邊

縁 二小 息 肉状 櫓 殖 テ來 ス ガ、 其 硬 サバ種 々 デ ア

ル｡多 ク ノ場 合 二於 テ穿 掘 潜 下 ラ見 ル｡穿 掘 ノ

程 度 ハ種 々 デ アル｡時 ニ ハ噴 火 口歌 ヲ呈 ス ル｡

屡 胤充 血 ラ件 ヒ、 又 出 血及 黒 赤 色色 素 沈 著(假

性 「メ ラ ノー ゼ」)テ 見 ル コ トガ アル｡又 時 ニハ

邊 縁 二乾 酪 性結 節 テ見、1又 コ ノ結 節 ガ崩 壌 シテ

小 潰 瘍 テ形 成 スル場 合 モ アルレ｡

潰 瘍 底 ハ、 多 クハ 凹凸 不 李 坦 デ アル｡之 二粘 液

膿 様 物 質 ガ附 著 シ、 又 バ乾酪 性物 質 ノ附著 テ見

ル コ トガ アル｡充 血 ラ件 ヒ、 時 ニハ 出 血 及凝 血

ノ附 著 テ示 シ テヰ ル｡又 「假 性 メ ラ ノー ビ」テ見

ル コ トモ アル｡或 ハ潰 瘍 底 二息 肉 歌 糟 殖 テ起 シ

或 ハ乾 酪 性 結 節 ノ存 在 スル場 合 ガ アル｡又 此結

節 ノ崩壌 二依 テ潰 瘍 底 ノー一部 ニ更 二小 陥 凹 ノ生

ズル ノテ見 ル｡然 シ叉 底 面 ガ殆 ド滑 澤 デ、 浮 清
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サ レテ ヰ ル モ ノモ砂 クナ ィ｡潰 瘍 ノ深 サ バ勿 論

不 定 デ アツ テ、 極 メ テ淺 ク、 邊 縁 ガ僅 カ ニ隆 起

シ テ居 ル モ ノカ ラ、 激 粍 ノ深 サ ニ達 ス ル｡底 部 ¶

ノ腸 壁 ハ、 比較 的 古 イ潰瘍 デノ・一般 ニ其 厚 サ テG

檜 シ、 硬 ク艦 レル｡撒 粍乃 至1糎 、 或 ハ其 以 上

ニ達 スル モ ノサ ヘ アル
｡殊 ニ定型 的 ナ帯 状 潰瘍

デ ハ著 明 ナ肥 厚 ヲ見 ル コ トガ ア リ、 腸管 狭 窄 ハ

屡 丸コ ノ輪 状 潰 瘍 二現 バ レル｡場 合 二依 ツ テハ

之 ト反 封 二腸 壁 ガ極 メテ薄 ク、 殆 ド紙 一重 ト云

フ甚 ダ シ イモ ノサ ヘ ア ル｡

潰 瘍 部 ニ相 當 スル漿 液 膜 面 ニ ノ・、 通 常結 核 結 節

ラ 見 ル｡即 充 血 ア リ、 織 維 素 附 著 シ、 粟 粒 大、

麻 實 大 、 叉 ハ ソ レ以上 ノ大 キサ ノ灰 白色 結 核 結

節 、 叉 ハ乾 酪 性 結 節 ガ.或 ハ散 在 シ、 或 ハ密集

シ テ居 ル｡

此 第 四型 ノ潰 瘍 ハ厘 支附近 二存 スル 同型 ノ潰 瘍

又 ハ異型 ノ潰 瘍 ト融 合 ス ル傾 向 テ示 シテ ヰ ル ノ

ラ見 ル コ トガ アル｡之 ハ不 整 多角 形 、 又 ハ廣 汎

性 融 合 性 潰 瘍(特 ニ上 行 大 腸 ニ於 テ)ヘ ノ移 行 型

トシ テ見 ラル ・所 見 デ ァル｡叉 溺 青サ レ搬 痕 治

癒 二向 ヒツ ・アル潰 瘍 テ見 ル コ トモ 稀 デナ イ｡

E.第 五 型 橋 圓 形、 長 圓形 、 長 方形 等 ノ細 長

ナ潰瘍 デ、 腸 ノ縦 軸 ニ平 行 スル(15ngsgestellt)

潰 瘍 デ アル｡大 キ サ ハ扁 豆 大、 碗 豆 大カ ラ、 長

サ撒 糎 乃 至10撒 糎 ニ 達 スル モ ノモ 見 ラ レル｡

コ ノ潰 瘍 ハ殆 ド悔 常 パ イエ ・レ氏 集 合 淋 巴 節 内 二

存 在 シ、 從 テ1司腸 ノ下 部 ガ好 畿 部 位 デ ア ル、 時

ト シテ小 腸 全 艦 ニモ 見 ラ レル ノデ アル ガ、 大腸

ニハ 少 イ｡第 四型 ト同 ジ様 二便 宜 上潰 瘍 ノ長 サ

2糎 以 下 ノモ ノラ第 五 型Aト シ、其 以 上 ラ第 五

型Bト 分類 ス ル｡一 般 二 第 四型Bニ 比 較 スル

ト、 第 五型Bノ ・蝕 程 少 イ｡

潰瘍 ノ邊 縁拉 ニ底 面 ノ性}伏ハ第 四型 二準 ズ ル モ

ノ デ アル｡第 五 型Bハ 究 極完 全 ニ パ イエ ル氏 板

全 艦 テ占有 スル小 判 形或 ハ細 長 ノ潰瘍 二達 ス ル

ノデ ァル ガ、 通 常、 之 ニ至 ル移 行型 ト考 ヘ ラ レ

ル モ ノ ヲ多 ク見 ル ノデ アル｡即2個 又 ノ・撒 個 ノ

第 五 型A潰 瘍 、 又 ハ其 他 ノ型 ノ潰 瘍 ガパ イエル

氏板 ニ縦 二拉 ビ、 是 等 ノ潰瘍 ガ互 二融 合 シ、 邊

縁 ノ凹凸著明ナ細長潰瘍 テ形成 シテヰルカ・若

クハ融合傾向著明デアルガ未 ダ融合ガ充分 二行

ノ・レテ ヰ ナ イ モ ノ等 ラ 見 ル ノデ ア ル｡又 時 ニ

ハ 無撒 ノ第 二型 小潰 瘍 ガバ イエ ル 氏板 内 二存 在

シ、 融 合 セ ン トシツ ・アル モ、 未 ダ其 互 ノ境 界

ノ潰瘍 縁 ガ 残 存 シ テ ヰル モ ノテ 見 ル コ トガ ア

ル｡又 第 五 型B潰 瘍 ハ、 其 附 近 二存 ス ル他 ノ種

種 ナル型 ノ潰瘍 ト融 合 シ テ、 極 メ テ不 規 則 ナ廣

汎 性 潰瘍 テ生 ズ ル コ トガ ア ル｡之 ノ・主 トシテ同

腸 ノ下部 ニ見 ラ レル｡

第 五 型 潰瘍 ノ漿 液膜 面 ノ結 核 性 反 磨 ハ第 四 型 ト

其 軌 テー ニ スル ガ頻 度 ハ第 四型 程 デ ハ ナ イ｡

F.第 六 型 圓 形 、 類 圓形 テ ナス 潰 瘍 デ、 大 キ

サ ノ・扁 豆 大 以 上、 碗 豆 大、 猛 豆 大、 時 ニ ハ雀 卵

大 以 上 二達 ス ル｡コ ノ潰瘍 バ バ イエ ル氏 集 合 淋

巴 節 ニ多 ク見 ラ レル カ、 叉 其 他 ノ部 分 ニモ 見 ラ

レ ルレo

潰 瘍 ノ邊 縁 拉 ニ底面 ノ性 歌 ハ第 四 型 ノ記 載 ト同

様 デ アツ テ、 全 盟 トシ テ ノ 形 ガ 異 ル 丈 ケ デ ア

ル｡漿 液 膜 ノ結 核 性 反 慮 モ多 ク ノ場 合 二見 ラ レ

ル ガ、 肉眼 的 二全然 攣 化 ノ無 イ コ トモ敢 テ珍 ラ

シ ク ナ イ｡

此 潰 瘍 ハ第 二型 ノ如 キ小 潰 瘍 ガ其周 園 二向 ツ テ

比較 的平 等 ニ檜 大 シタ モ ノ ト想像 セ ラ レル｡尚

コ ノ型 ノモ ノニ ハ屡 、治癒 傾 向 ノ著 明 ナ モ ノガ

ア ル｡

G.第 七 型 之 ハ上 記 ノ第 二 乃 至 第 六 ノ何 レニ

モ組 入 レル コ ト ノ出 來 ナ イ不 整 ナ形 ノ潰 瘍 デ ア

ツ テ、 大 キ サハ 扁 豆大 以 上、 鳩 卵縦 断 面 位 ノ大

サ ニ達 スル｡腸 ノ何 レ ノ部 ニモ 見 ラ レル カ、 大

ナ ル モ ノノ・屡 ヒ同 腸 下 部及 大 腸 二現 バ レル｡潰

瘍 ノ邊 縁 ハ著 明 二鋸 歯 状 テ呈 スル 場 合 ガ多 イ｡

此 ノ潰 瘍 ハー ツ ノ小 潰 瘍 ガ其 邊 縁 ノ種 々 ナ方 向

ノニ向 ツ テ極 メテ不 整 ナ増 大 テナ シ タモ ノカ、 又

ノ・撒 個 ノ潰 瘍 ノ不 規 則 ナ融 合 ニ依 ツ テ成 立 シ タ

ト考 ヘ ラ レル モ ノデ アル｡爾 邊 縁、 底 及漿 液 膜

ノ結 核 性 反 慮 等 ハ、 第 四 型 ニ述 べ タ所 見 ト大 同

小 異 デ アル｡此 潰 瘍 ニ ハ又 屡 ≧其 附 近 ノ潰 瘍 ト

合 シ テ、 次 ニ述 ベ ル第 八 型 ノ潰 瘍 ニ移 行 セ ン ト
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ス ル モ ノ ガ ア ル
o

H・ 第 八型 以 上第 ニ カ ラ第 七型 迄 記述 シタ様

ニー 般 ニ腸 ノ結 核 性 潰 瘍 ハ限 局 性 ノモ ノデ アル

双 時 トシテ比較 的 廣 イ粘 膜 面 ガ全 部崩 潰 シ テ

非 限 局 性 ノ廣 汎 ナ潰瘍 ヲ形 成 ス ル コ トガ アル｡

第 八 型 ガ夫 レデ アツ テ形 状 ヵ ラ見 ル ト、 腸 全 幅

員 ノ粘 膜 ガ撒 糎 ヵ ラ10数 糎 ニ亙 ツ テ 全 ク 鋏 損

シ、 筋 層 ガ潰瘍 底 二現 ハ レテ居 ル モ ノガ アル
｡

或 ハ無 撒 ノ潰 瘍 ガ融 合 シテ、 不 規 則 ナ網 状 テナ

シ、 或 ハ其 間 ニ残 ツ テ居 ル粘 膜 二著 明 ナ檜 殖 テ

起 シ テ居 ル モ ノ モ アル｡コ ノ型 ハ、最 モ多 ク盲 腸

及 上行 結 腸 二生 ジ、 時 トシ テ盲腸 カ ラ上 行、 横

行 結 腸 ノ全 面 テ占 メル コ トサヘ アル｡然 シ叉、

同 腸 下 部、 蜘…、 繊 行 結 腸 、 下 行結 腸S字 部_

モ屡 支起 ツ テ來 ル｡同 腸 上部、直腸 ニハ 少 ク、十

二 指 腸 及 室 腸 ニ ハ殆 ド之 テ見 ナ イ｡コ ノ潰瘍 ハ

比 較 的 新 鮮 ナ モ ノ カ ラ、 殆 ド治 癒 ノ状 態 二至 ル

マ デ ノ種 々 ナ ル型 テ見 ル コ トガ出來 ル
｡

先 ヅ第 一 ニ種 々 ナ ル潰瘍 ガ不 規 則網}伏 二融 合 シ

テ居 ル揚 合 二就 テ見 ル｡之 ハ 既 二記 載 シタ塵 ノ

第 三型 ヨ リ第 七型 迄 及 是 等 ノ間 ノ移 行 型 トモ 見

ル可 キ型 ノ潰瘍 ガ種 々 ナル方 向 ニ檜 大 シ、 又 枝

ラ出 シテ附 近 ノ潰瘍 ト結 合 シ、 不 規 則 ナ融 合 テ

ナ ス モ ノデ アル(此 場 合 時 トシテ 融 合 シ ツ ・ア

ル潰 瘍 ガ殆 ド四型 ヨ リ成 ル コ トア リ、 又 七 型 ヨ

リ成 ル コ トモ アル｡又 種 々 ナル ノ潰 瘍 ガ集 ツテ

居 ル コ トモ アル)｡然 シ融 合 及増 大 ノ更 ニ 進 ン

ダ場 合 二於 テハ、 其 潰 瘍 ノ形 ハ更 ニ極 メ テ不 整

デ ア ツ テ、 潰 瘍 縁 ハ地 圖 歌 又 ハ網 男犬テ成 シ、 又

ハ塵 々 ニ粘膜 ガ挺 歌 又 ハ橋 状 テ成 シテ残 存 シ、

潰 瘍 底 ノ凹 凸 力著 シ イ｡コ ノ際 潰瘍 縁 二著 明 ナ

ル穿 掘 漕 下 ヲ 示 ス コ ト ・、 然 ラザ ル コ ト・ア

ル｡屋 気息 肉 歌 粘膜 増 殖 テ見 ル｡底 面 ニハ粘 液

膿 様 物質 附著 シ、 展 ≧充 血 テ件 フ｡或 ハ又 倒 青

セ ラ レテ ヰル｡粘 膜 曾 殖 ハ小 息 肉男犬、 疵 状 、 叉

ハ索 歌 、 膜 歌 等 其 形 歌 ガ多 様 デ ア ツテ、 潰瘍 ノ

邊 縁、 底 面、 又 ハ残 存 粘 膜 面 ヵ ラ起 ル｡

次 ニ極 メテ 廣 汎 ナ 潰 瘍 テ生 ズ ル 揚 合 ラ 観 察 ス

ル｡之 ハ盲腸 全盟 、 盲腸 及 上行 結 腸 全 罷1、叉 ハ

其 以 上 ノ範 園 ニ亙 ツ テ全 面 ガー ツ ノ大 潰 瘍 ニ陥

ル モ ノデ アル｡コ ノ潰瘍 底 ニハ虎 々 ニ 島喚 歌 ノ

粘 膜 ガ残 存 シテ ヰル コ トガ アル｡潰 瘍 面 ハ或 ハ

凹 凸 ア リ、 或 ハ比較 的平 坦 デ其 性 状 ガー 様 デナ

イ｡其 表面 ハ多 クハ粗 槌 デ、 海 綿 歌 テ呈 スル｡

厘 丸粘 液 膿様 物 質 ノ附 著 及 充血 ラ件 フ｡コ ノ潰

瘍 而 二時 トシテ乾 酪 性結 核 結 節 、 又 ハ部 分 的 ニ

更 ニー 段 ト深 イ崩潰 ラ來 シ、 或 ハ潰 瘍 面 又 ハ 島

喚 歌 粘 膜 部 二厘 く息 肉歌 檜 殖 ヲ起 シテ居 ル｡カ

カル大 潰瘍 モ亦 浮 清 ノ歌 態 ニ アル モ ノテ見 ル コ

トガ出 來 ル｡

以 上 ノ様 ナ大 ナル潰 瘍 ニ ハ通 常粘 膜 ノ息 肉封犬増

殖 ガ件 バ レル モ ノデ アル ガ、 特 ニ コノ粘 膜 檜殖

ガ主 要 ナル所 見 テ ナ ス場 合 ガ アル｡之 モ亦 前 二

者 ト同様 盲腸 、 上 行 結 腸 二主 トシテ現 ハ レ、 同

腸 下部 ヨ リ大 腸 全罷i二 亙 ル範 園 ニ何 塵 ニモ生 ジ

得 ル｡其 際 潰 瘍 ハ不 規 則 ナ融 合性 ノモ ノ デ ア ツ

テ、 時 トシテ個 々掲 立 シテ ヰル｡其 大 キサ ノ・止

針 頭 大 ノ小 ナ ル モ ノカ ラ、 碗 豆 大 又 ハ 栗實 大 及

其 以 上 ニ達 ス ル｡形 モ第 三 型 ヨ リ第 七 型 マ デ ノ

種 々 ノ形 状 テ呈 シ,邊 縁 ハ穿 掘 潜 下 シ、 或 ハ噴

火 口歌 、 又 ハ断 崖 ナ伏 ヲ成 シテ居 ル｡底 面 ハ凹 凸

不 平 坦、 叉 ハ比 較 的平 坦 、 粘 液 膿 様 物 質 ヲ附 著

ス ル コ ト ・、 河晴 サ レテヰ ル コ ト ・アル｡其 潰

瘍 ノ邊 縁、 又 ハ 債瘍 ト潰 瘍 トノ間 ノ粘膜 ガ著 明

二檜殖 シ、 息 肉状 、 疵 状 、 絨 毛 歌 、 索 歌、 膜歌

等 種 々 ノ形 状 ヲ呈 シ、 往 々潰 瘍 ハ檜 殖 シタ粘 膜

ノ中 ニ埋 浸 シテ居 ル カ ノ親 ラ呈 ス ル｡

上述 ノ総 テ ノ場 合 ヲ通 ジテ、 屡 、腸 壁 ガ肥 厚 シ

テ居 ル｡時 ニハ腓 月邸 豊様 ノ硬 イ壁 ラ形 成 シ、 腸

管 ノ狭 窄 ラ來 ス コ トガ アル｡漿 液 膜 面 ニ ハ結 核

結 節、 織 維 素附 著 、 充血 等 テ見 ル コ ト ア リ,又

是 等 ノ所 見 ラ鋏 ク場 合 モ ア ル｡

余 ノ第 八 型 病 攣 中、 粘 膜 ノ増 殖 テ件 フモ ノノ・文

献 二増 殖 型HyperplastischeFormト シ テ記

載 セ ラ レテ ヰ ル モ ノ デ、 コ ノ内 一ハ所 謂 結 核 性

赤 痢Tuberkul6seDysenterie又 ・・【司盲部 結 核

性 腫 瘍Tuberkul6seIleocoecaltumorト シテ

記 載 セ ラ レテ ヰ ル所 見 二類 似 スル モ ノモ含 マ レ
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テ ヰ ル｡臨 躰 的 ニ 同 盲部 腫 瘍 ト云 ノ・レル モ ノ ・

多 クハ輩 ニ同 盲部 ノ腸 管 ノ ミ ノ病 憂 ニ起 因 スル

所 見 デハ ナ ク、 盲腸 周 園 炎及 ビ限 局 性 腹 膜 炎 二

依 ル モ ノガ多 イ｡剖 検 二際 シ、 同 盲部 ノ腸 管 ノ

著 明 ナ腫 瘍 歌 腫脹 ハ比 較 的 少 イモ ノデ アル｡

〈2)腸 部 位 卜結 核性 病 攣 ノ型=就 テ

A.† 二 指 陽

十 二 指 腸 バ ー般 ニ結 核 性 病攣 テ見 ル コ トガ少 イ

部 位 デ ア ル｡余 ノ統 計 二於 テ モ、 コ ノ部 分 ノ侵

サ レル コ トノ・最 モ少 イ｡コ ノ部 分 ニ病漿 テ有 ス

ル例 ノ殆 ド総 テ ハ、 之 以 下 ノ腸 ニ著 明 ナ病 攣 テ

見 ル ノテ常 トスル｡+二 指腸 ニ 見 ル病 憂 ノ・、 第

一
、 第 二 、 第 三、 第 四 、 第 六、 第 七 型 等 デ ア ツ

テ、 第 五 型 、 第 八 型 ヲ有 ス ルモ ノヲ 余 ハ 見 ナ

イ、 潰 瘍 ハ比 較 的小 サ ク、 第 三型 、 第 四型 ノ モ

ノ ガ多 久 碗 豆大 以 上 ニ達 スル モ ノノ・比 較 的 少

イ｡又 古 イ潰 瘍 テ見 ル コ トハ殆 ド稀 デ、 多 ク ハ

比較 的新 鮮 デ アル｡上 部 、 下 行 部 、 下 部 、 何 レ

モ頻 度 ニ差 ラ見 ナ カ ツ タ.即 何 レノ部 分 ニ モ見

ラ レル｡

十 二 指 腸 ニ於 テハ 胃 ニ屡 ≧起 ル塵 ノ出血 性 魔 瀾

且aemorrhagischeErosionテ 見 ル｡但 シー 般

二 胃 ヨ リ頻 度 ガ少 ク、 病 攣 モ輕度 デ ア ル｡之 ガ

浄 清 サ レタ モ ノハ淺 イ噴 火 口状 ノ小 潰瘍 ラ形 成

シ、 時 トシテ第 二型 、 第 三型 潰瘍 ノ浄 清 サ レタ

モ ノニ類 似 ス ル場 合 ガ ア ル｡カ ・ル場 合 ニ ハ組

織 學 的検 索 テ必 要 トス ル｡時 ニ ハ胃 ノ圓形 潰瘍

ト同 一病 機 ト考 ヘ ラ レル 軍純 性 十 二 指腸 潰瘍 デ

ア ル コ トガ ア ル｡

B.小 腸

小 腸 殊 ニ同 腸 ハ、 統 計 的 観 察 ニ依 ツ テ見 ル ニ最

モ 結 核 性 病 攣 ノ多 イ部 位 デ ア ル(余 ノ第2同 報

告 、2.腸 結核 性病 攣 ノ 部 位 拉 ニ 程 度 ニ 關 スル

統 計 的観 察 ノ項 参 照)｡即 結 核 性 病 髪 ハ 同腸 下

端 二最 モ著 シ ク、 之 ヨ リ上方 二至 ル ニ從 ヒ輕 度

トナ ル ノガ普 通 デ ア ル｡小 腸 ニ見 ル病攣 ノ型 ハ

第 一 型 ヵ ラ第 八 型 ノ総 テ ノモ ノテ基 グ ル コ トガ

出 來 ル｡結 核 性 病 憂 カ バ イ エル氏 板 ニー 致 シ テ

見 ラ レル事 ガ最 モ 多 イガ、 之 ニー致 シナ イ場 合

モ アル｡一 般 的 ニ ハ、 第 一 、 第 二 型 ノ・同腸 ・ 殊

ニ其 下牛 部 二通 常 現 ハ レ、 」叉第 五 型 ハ展 ㌃室 腸

下部 及 同腸 ノパ イエ ル 氏板 ニー 致 シ、 殊 二其B

型 ハ回腸 下牛 部 ニ多 イ｡第 八 型 ハ殆 ド同腸 ノ下

部 殊 ニ回 盲辮 ノ直 上 部 二起 ル ノ ヲ常 トスル｡是

等 以外 ノ型 ノモ ノハ、 小 腸 ニ於 テ特 ニー 定 ノ部

位 ラ選 バ ナ イ｡

多 ク ノ例 ニ於 テ ハ、 各 種 ノ病 攣 ガ複 雑 二混 在 シ

テ ヰ ル｡時 トシテ或 一 定 ノ型 ノ病 攣 ガ大 多撒 テ

占 メ テヰ ル コ トガ ァル｡讐 ヘ バ小 腸 病 慶 ノ全 盟

ガ第 一 及 第 二 型 ノ ミニ依 ツ テ成 リ、 或 ハ 又 之 二

少 数 ノ第 三 、 第 四A型 ガ 混 ジ テ ヰ ル コ トガ ア

ル｡而 シ テ之 ガ同腸 ノ バ イエ ル氏板｡及 同腸 下

部 ノ孤 立 淋 巴濾 胞 ノ ミニ限 ラ レテ ヰ ル揚 合 モ ア

リ、 又 室 腸 ノ上部 カ ラ同腸 全 膿 二亙 ツ テ存 ス ル

揚 合 モ アル｡然 シ後 者 ノ様 ナ場 合 デ ハ大 抵 ハ同

腸 ノ病 攣 ヲ主 要 ナ モ ノ トス ル ノラ常 トスル｡

又 第 四型(A及B)ガ 著 シク多 イ場 合 ガ アル｡殆

ド帯 状 ノ潰 瘍 ノ ミラ見 ル例 ノ如 キ デ ァ ツ テ、 其

古 イ モ ノノ・時 トシテ腸 管 ノ狭 窄 テ來 ス｡粘 膜 ノ

息 肉状 檜 殖 ガ著 明 デ、 假 性 「メ ラ ノー ゼ」テ見 ル

場 合 ガ多 イ｡一 般 二第 四型 ノ潰 瘍 ハ第 五 型 ヨ リ

モ頻 度 ガ著 シ ク多 イ｡殊 二大 腸 ヨ リモ小 腸 二多

ク見 ラ レル ノガ普通 デ ア ル｡

又 稀 ニ第 五型 ノ潰瘍 ヲ主 トシ テ見 ル例 ガ アル｡

此 場 合 ニ ハ、 第 五 型A又 ハBノ 完 成 シ タ型 テ見

ル以 外 二、 之 ニ移 行 ス ル道 程 ニ アル モ ノ ト想 像

サ レル種 々 ノ潰瘍(結 核 性 病攣 ノ 分 類 拉 ニ 其 性

獣 、E、 第 五 型 、 参 照)テ 見 ル ノ デ アル｡通 常

此 移 行 型 ノ方 力多 イ｡是 等 ノ潰 瘍 ハ勿 論殆 ドパ

イエ ル氏 板 ニ限 ラ レテ存 スル｡

殆 ド大 多 撒 ノパ イエ ル 氏板 二 比較 的大 キナ(拾

銭 白銅 乃 至 栗實 大 、 又 ハ其 以 上鶏 卵大 以 下 ニ達

シ、 バ イエ ル 氏板 ラ越 エ ル)第 六型 、 第 七 型 ノ

潰 瘍 ガ ア リ、 之 ニ第 一 乃 至第 五 ノ各型 ノ潰 瘍 ガ

少 数 又ノ・多 激 二交 ヘ テ居 ル例 ガ アル｡此 際 多 ク

ハ同腸 下 部 ニ至 ル ニ從 テ潰 瘍 ガ大 キ ク
、 且 ツ病

愛 モ古 イ黙 態 チ示 シ テ ヰ ル｡即 時 ニハ全 ク浮 清

サ レテ、 癩 痕 状 ヲ呈 シ、 或 ハ息 肉 状 粘 膜 増 殖 ガ



第4號 】 黒丸=腸 結核症ノ病理解剖學的研究 203

盛 デ、 腸 壁 ノ肥 厚 著 明 ナ モ ノテ見 ル｡此 様 ナ例

デノ・バ イエ ル氏 板 ニノ・第 六型 ト第 七型 ノ 間 ノ

種 々 ナ移 行 型 テ現 ハ ス コ トモ多 イ｡是 等 ハ種 々

ナル形 、 讐 ヘ バ第 三 乃 至 第 七 型 等 ガ2個 、 或 ハ

数 個 融 合 シ テ出 來 タモ ノ カ、 或 ハ1個 ノ潰 傷 カ

ラ不 規則 ナ壇 大 二依 ツ テ出 來 ル モ ノ ト考 ヘ ラ レ

ルレo

同 腸 下 端 ニ存 ス ル第八 型 ハ、 同腸 癬 ヨ リ上 方数

糎 乃 至 十 撒 糎 ノ範 園 ニ亙 ツ テ存 ス ル モ ノテ屡 ≧

見 ル｡多 クハ、 同腸 下端 ノパ イエ ル 氏板 二 出 來

タ第 七型(往 々 栗實 大 以 上)、 其 他 附近 ニ存 スル

種 々 ナ ル型 ノ潰瘍 トノ不 規 則 ナ融 合 二依 ツ テ成

ツタ廣 汎 性融 合 性 潰瘍 デ アル｡屡i同 盲蠣i、盲

腸 ノ第 八 型 ト融 合 シ テ 更 ニ廣 汎 性 ナモ ノ トナ

ル｡其 際 粘 膜 ノ息 肉 状 檜 殖 ガ著 シク、 腸 壁 ハ肥

厚 シ、 往 々假 性 「メ ラ ノー・ぜ」ラ見 ル ノガ常 デ ア

ルレo

同 腸 下 端 ノ第 八 型 潰瘍 ハ又 時 トシ テ、 或 ハ第 四

型A及Bノ ミノ融 合、 或 ハ第 五 型Bト 、他 ノ型、

讐 ヘ バ第 二 及 第 三型 トノ融 合 、 或 ハ 又第 二型 ノ

ミノ融 合 等 ニ依 ツ テ出 來 タ ト考 ヘ ラ レル 種 々 ナ

ル場 合 ガ アル｡

c.同 盲辮

同 盲 辮 ノ ミガ 軍 掲 ニ侵 サ レル コ トノ、稀 デ ア ツ

テ、 多 クハ盲腸 又 ハ同腸 下 部 ト同 時 二潰 瘍 テ生

ズ ル｡讐 ヘ バ 上 述 ノ同腸 下部 、 撫 、 盲腸 ガ共 ニ

廣汎 姓融 合性 潰 瘍(第 八 型)ノ 像 テ呈 ス ル ガ如 キ

デ ア ツテ、 之 ノ ミガ腸 ノ唯 一 ノ著 明 ナ病 憂 デ、

其 他 ノ部 分 ニ ハ散 在 性 二病 竈 テ見 ル ニ過 ギ ナ イ

虎 ノ例 モ 時 々 見 ラ レル｡

而 シテ崩潰 著 明 ナ時 ハ、 辮 ノ形 歌 ガ殆 ド失 バ レ

ル ニ至 ル｡又 凹凸 ノ多 イ、 硬 イ癒 痕 テ形 成 シ、

或 ハ息 肉歌 檜 殖 ノ盛 ナ コ トガ アル｡是 等 ノ場 合

ニハ時 トシテ狭 窄 ヲ來 ス｡

次 ニ盲腸 、 辮 ニ第 八 型 病 憂 ガ存 シ、 同腸 下部 ニ

ハ癬 二連 績 スル病 攣 テ見 ナ イ コ トカ アル｡コ ノ

揚 合 ニ ハ辮 ト盲腸 ト ノ病 憂 ハ殆 ド同 一 但i歌テ呈

シ、 機 全膿 侵 サ レル カ、 又 ハ ソ ノ盲 腸 側 ニ ノ ミ

病 憂 テ來 ス｡同 様 ノ關 係 ガ同 腸 下 部 ト辮 ト ノ間

ニ モ成 立 ス ル｡

同腸 下部 及 盲腸 ノ潰 瘍 ト融 合 シナ イ、 燭立 シタ

辮 ノ潰 瘍 ニ ハ第 三 及第 四型Aガ 多 イ｡時 トシテ

之 ガ互 ニ融 合 シテ第 四 型Bノ 像 ラ呈 シ、 往 々辮

テ完 全 ニ取 リ巻 ク輪 状 ノ潰瘍 ヲ形 成 ス ル｡

第 一 型 或 ハ第 二 型 ノ見 ラ レル コ トモ アル ガ比 較

的 少 イ｡又 極 ク稀 デアル ガ、 蠣…二孤 立 的 ニ顯 著

ナ第 四型 又 ハ輪 状 ノ潰瘍 ヲ有 シ、 他 ノ腸 部位 ニ

ノ、少撒 ノ潰 瘍 ガ散 在 性 二見 ラ レル場合 モ ア ル｡

D.盲 腸

盲腸 ハ頻 度 カ ラ云 ヘ バ、 同腸 ニ次 イ デ結 核 性 病

憂 ノ多 イ部 位 デ アルレガ、 程 度 カ ラ観 ル ト後 者 ヨ

リモ著 明 ナ場 合 ガ多 イ｡

種 々 ナル病 攣 ノ内、 特 ニ多 イ ノノ・、第 八型 二属

ス ル絡 テ ノ病攣 デ アル｡之 ハ盲腸 ノ ミニ限 ツテ

存 スル コ トモ ア リ、 又 上 行 結 腸、 蝶 、 同腸 下 部

等 二亙 ツ テ廣 ク侵 サ レル場 合 モ アル｡甚 シキ ニ

至 テハS字 部 迄 廣 マ ツテ ヰ ル｡是 等 ノ場 合、 殆

ド常 二盲腸 ノ病 攣 ハ他 部 ニ比 シ比較 的 古 イ歌 態

テ刀くシ テヰ ル｡

所 謂 同 盲部 結 核 性 腫 瘍 ト云 ハ ル ・像 ハ 盲腸 二於

ケ ル特 有 ナ ル 所 見 デ ァ ツテ、 通 常第 八 型 潰 蕩 ラ

件 ツ テヰ ル｡

第 八 型 以 外 ノ 病 憂 ト シテノ・、 第 七 型、 第 四型

lA及B)、 第 三 型 、第 二 及 第 一型 等 ガ アル｡是

等 ハ 同種 相 集 リ、 或 ハ異 種 混 在 ス ル｡屡 ヒ見 ル

ノノ・比 較 的 大 キ イ第 七 型 潰 瘍 デ ア ツ テ、 多 クハ

底 面 ガ浄 清 サ レ、 全 膣 トシ テ平 坦 デ アル｡往 々

邊 縁 ノ小 息 肉封犬檜 殖 及 暇 性 「メ ラ ノー ゼ」ラ俘 フ

コ トガ アル｡場 合 二依 ツテ ハ、 第 七 型 潰 瘍 ガ恰

モ 同 盲辮ラ 取 リ巻 ケ ル カ如 キ観 ヲ呈 ス ル コ トガ

アル｡此 際 機 二 亙 ル コ ト ・然 ラザ ル 場 合 トア

ルレo

時 ト シテノ・、 コ ノ辮 及 之 二接 綾 スル 盲腸 ノ第 七

型 潰 瘍 ガ其 例 ノ主 要 ナ病攣 デ アル コ トモ アル｡

次 二第 四型A及Bノ ミ、 或 ハ第 一 及 第 二 型 ノ密

集 ノ ミノ場 合 ガ ア リ、 之 ニ第 三 型、 四 型 ノ混 在

スル コ トガ アル｡次 ニ癌 痕 デ アル ガ、 之 ハ或 ハ

盲腸 全 艦 テ占 メ、 或 ハ其 一 部 二限 局 シ テ居 ル｡
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嶽痕 ノ存 ス ル場 合 ニモ、 多 クハ同 盲 角 ノ附 属 淋

巴腺 ニ ハ攣 化 テ 見 ナ ィガ、 時 ト シテ白墓 化 又 ハ

石灰 化 ス ル コ トガ アル｡

E.結 腸

結 腸 ニ ハ盲 腸 ト同 ジ ク第 八 型 病 攣 テ見 ル｡之 ハ

盲腸 二持 績 シタ病 攣 デ ア ツテ、 上 行 結 腸 二最 モ

多 ク、 其 起 始3分 ノ1ヵ ラ2分 ノ1、3分 ノ2

ト接 マ ツ テ、 全 部 二達 ス ル｡横 行 結腸 ニ及 ブ モ

ノハ之 ヨ リ遙 ニカ ニ少 ク、 下 行 結腸 、S字 部 二達

ス ル モ ノノ・更 ニ少 撒 デ アル｡是 等 ノ第八 型 病憂

ハ、 盲腸 ニ於 ケ ル ト同 檬 ニ種 々 ナ ル明犬態 テ呈 ス

ル｡多 クハ盲腸 ヨ リ連 績 シ タ廣 汎 性病 攣 トシテ

見 ラ レル ガ、 又庭 々 一島 嘩期 犬ノ粘 膜 ガ残 存 シテ

ヰ ル コ トガ アル｡或 ハ又 盲 腸、 上 行結 腸 全部 ニ

接 マ リ、横 行 結 腸 以下 デハ比 較 的 廣 イ尋 常粘 膜

テ距 テ ・散 在 性 二 第 八 型 病 憂 テ 見 ル コ トガ ア

ルレo

一 般 ニ廣 汎 性 第 八 型 病 慶 ラ盲腸 及結 腸 二見 ル場

合 二於 テノ・、 肉眼 的 二其 全 罷 ガ殆 ド同一 ン所 見

ラ呈 スル場 合 ト、 然 ラザ ル場 合 トア リ｡此 ノ後

者 ニ於 テノ・、 盲腸 二近 イ部 分 ガ此 較 的 古 ク著 明

ナ病 憂 ラ ナ ス コ トガ多 イ｡第 八 型 病 攣 部 ノ直 腸

方 向 ノ境 界 部 ニ ノ・、 通 常 第 八 型 以 外 ノ結 核 性 潰

瘍 ガ多 数 ニ存 スル｡此 境 界 部 ノ潰 瘍 ハ漸 次融 合

ノ傾 向 テ示 シ テヰ ル｡又 或 ル例 デノ・、 直 チ ニ尋

常 ノ腸 粘 膜 ニ接 シ、 境 界 鋭 利 デ アル｡

第 八 型病 攣 部 以 下 直腸 ニ至 ル間 ノ粘 膜 ニ見 ラ レ

ル病 攣 ハ種 々 デ アル｡

次 二第 八 型 病 憂 ノ存 在 セヌ例 二於 テ ノ・、 一 般 的

二、 第 七型 ノ不 整 ナ潰 瘍 ラ見 ル コ トガ甚 ダ多 ク

第 五 型 ガ最 モ 少 イ、 或 場 合 ニ於 テノ・、 第 二 、三、

四 、 七 等 ノ型 テ各主 攣 トスル コ トガ アル｡病 攣

バー 般 ニ 盲腸 カ ラ直腸 ニ近 ヅ クニ從 ツ テ減 少 ス

ル ノ テ常 トスル｡稀 ニ結 腸 全 部 二極 メ テ多 撒 ノ

潰 瘍 ノ密 在 シ、 或 ハ塵 々 ニ散 在性 ニ少 撒 ノ潰 瘍

ガ存 在 スル揚 合 モ アル｡散 在性 ノ潰 瘍 ヲ見 ル場

合 、 其 潰 瘍 型 、 大 サ ノ・種 々 デ アル ガ、 時 ニ吾 々

ハ結 腸 ノ各 部 ニ孤 立 シタ第 七 型 、 六 型 、 又 ハ四

型(A5〈 ハB)等 ノ潰 瘍 ラ見 ル｡是 等 ハ屡 支浮 清

サ レ、 牛 バ治 癒 ノ歌 態 テ示 ス モ ノガ アル｡第 四

型B潰 瘍 ハ屡 、撒 糎 ノ長 サ ニ達 ス ル｡余 ハ左 右

ノ横 行 結 腸 屈 曲 部 ニ於 テ殆 ド腸 管 ヲ完 全 二取 リ

巻 ク庭 ノ第 四 型B潰 瘍 テ有 ス ル1例 テ 見 タ｡

F.直 腸

直 腸 ニ見 ル病攣 ハ、 大 罷 ニ於 テS字 部 ノ病攣 ト

類 似 ス ル｡即 結 腸 二見 ル庭 ノ種 々 ナ ル型 ノ潰 瘍

ヲ見 ル｡然 シ第 八 型 病攣 ガ直腸 マ デ連綾 ス ル場

合 ハ極 メテ稀 デ アル｡

直 腸 ノ下 部 デノ・、 肛 門 ニ近 イ部 分 ニ屡 ≧獄 豆 大

二達 ス ル第 七 型、 又 ハ四型Bノ 細 長 潰瘍 ヲ見 ル

コ トガ アル｡是 等 ノ潰瘍 ハ多 ク直腸 ノ下部 ニ ノ

乏限 局 シテ存 シ、 中、 上部 ニ ハ少 ク、 小 潰 瘍 テ

散 在 性 ニ見 ル ノ ミヵ、 又 ハ肛 門 附近 ノ潰瘍 以外

ニ ノ・直腸 、S字 部 、 又 ハ下行 結 腸 等 ニ全 然 潰瘍

ノ存 シナ イ場 合 モ ァル｡

肛 門 附 近 ノ潰瘍 ハ、 邊 縁 力著 シ ク鋸 歯 駄 窄 掘潜

下 ヲ呈 シ、 底面 ノ深 イモ ノ ト、 噴 火 口歌 ノモ ノ

トアル｡同 時 ニ肛 門 周 園膿 瘍 、 又 ハ肛 門痩 テ見

出 スコ トガ アル｡此 際 潰瘍 ガ痩 孔 又 ハ膿 瘍 ト相

通 ジテ ヰ ルレ場 合 ト、 肉 眼 的 ニ其 交 通 テ明 カ ー シ

得 ナ イ場 合 トア ル｡

備 考

病 竈 ノ新 菖 ノ判 別 ハ必 シモ容 易 デ アル トハ云 ヘ

ナ イ｡然 シ結 締 織 噛 殖、 粘 膜 肥 厚 等 カ ラ大 禮 ラ

知 リ得 ル｡肺 結 核 症 ニ於 ケ ル ガ如 ク、 腸 結 核症

二於 テ モ其 全 病竃 ガ同 時 二出 來 ル ノデ ハ ナ イ｡

故 二各 例 各 箇 ニ新 薔 ガ アル｡病 竈 ノ新 蕗 ヲ以 上

ノ分類 二加 味 ス ル コ トハ 出 來 ナ イ｡結 腸 二古 ク

小 腸 二新 ニ、 又 之 レニ反 ス ル場 合 モ アル｡或 ぐ

同 一部 二新 薔 混 在 スル コ トモ勿 論 アル｡

(3)腸 月出血

余 ノ剖 検 例 デ ハ、 新 鮮 ナ比較 的 大 量 ノ腸 出 血 ヲ

有 シタ モ ノガ少 イ｡殊 ニ コ ノ出 血 ガ直接 ノ死 因

トナ ツ タ ノハ、 検 査 例208例 ノ内、 腸 二肉 眼 的

結 核 性 病 攣 テ有 スル184例 中1例(O.54%)ノ ミ

デ アル｡

新 鮮 ナ出 血 テ有 ス ル場 合 ニハ、腸 テ開 クニ際 シ、

腸 ノー 部 又ノ・廣 イ範 園 二暗 赤 黒 色 軟 粥 状 ノ糞 便
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ガ見 ラ レル｡粘 膜 バー般 ニ充 血 テ呈 シ、 殊 二潰

瘍 部 二著 明 デ ア ル｡然 シ何 レ ノ潰 瘍 ノ出血 デ ア

ル カバ 肉眼 的 観 察 ニ依 ツ テ必 ズ シモ明 カ ー シ得

ナ イ｡明 カ ナ場 合 ニハ、 潰瘍 邊 縁 基底 部 又 ハ底

面 ニ 出血 竈 テ認 メ、 」叉ノ・凝 血 テ附 著 スル｡

余 ノ出血 例 ハ、 殆 ド大 部 分 ハ重 症 ナル腸 結 核 症

気 第 四、 第 六、 第 七、 第 八 型 等 ノ比 較 的 大 キ

イ潰 瘍 ガ多 数 二在 ツ タ.

致死的腸出血 ノ1例 、Nr.148.22歳 、♀、病 歴

幼 時健康｡20歳 ノ トキ雨側滲 出性肋膜炎 ニ罹 ルレ｡19

30年8月 ヨリ咳漱、喀疾、登熱(3S.8｡)ア リ、約1ケ

月 ニシテ稽 ζ恢復ス｡喀 疾 ノ・少量 デアルレガ、食慾 ・・ナ

イ｡1931年2月 以來下痢(毎 日3-5同)ア リ、腹痛、

裏急後重 ヲ件 ナ ツタ｡同4月30日 入所｡當 時膿 温∫言8⊃

内外｡腹 痛、下痢(毎 日3-一一一5同)｡腹 部 全慌過敏、

歴痛、腹 鳴 ア リ｡

腸出血ノ・5月25日(2同)、31日(1回)、6月1日(3

同)、2日(1同)ニ 起 リ、何 レモ大 量デアック｡CS月

2日 死亡｡

剖楡所見 肺 〔増殖性 ノ 極メ テ 重症 ナ ルレ病攣 ヲ呈

ス工｡腸 〔廻腸 カラ直腸 ニ至 ルレ迄、 軟粥獣、 暗赤黒色

ノ糞便 ヲ滞 シテヰク.腸 粘膜 ノ病 攣 ・・、 空腸 カラ上

行結腸迄無数 ノ潰瘍 ヲ有 シ、 是等 ノ潰瘍 ノ・比較 的大

キク、小腸 デノ・第七型(往 々雀卵大)、 及第 四型Bヲ

主 トシ、 特 二廻腸下部 デ・・小 潰瘍 ノ融合 ニヨルレ第八

型、 盲腸 ハ 全部廣 汎性融合 性第八型潰瘍 ト化 シ、 上

行、下行、S字 状結 腸及 直腸 デ ノ・、 五十鍍銀貨大叉

ノ・共 以上 ノ潰瘍 ガ散在 シテ ヰタ｡潰 瘍 ノ・多 ク邊紡鋸

薗状 穿掘潜 下 シ、浄清 サ レテ居 ナ イ〕｡

次 二、 假 性 「メ ラ ノー ゼ」ノ・厘 ≧見 ル 所 見 デ ア

ルレo

之 ハ 比較 的 古 イ潰 瘍 ノ蓬 縁 及 底 面 ニ、 赤 黒 青 色

ノ色 素沈 著 トシ テ見 ラ レル｡叉 潰 瘍 ノ邊 縁 及底

面 二假 性 「メ ラ ノー ゼ」ヲ件 フ小 息 肉獣 隆起 ヲ有

ス ル所 見 ハ屡 ≧見 ラ レル モ ノデ アル｡又 殆 ド搬

痕 化 シタ粘 膜 二之 テ見 ル コ トモ少 ク ナ イ｡

次 ニ非特 異 性病 憂 ト考 フ可 キ小 出血 竈、 即 出血

牲 廉燗 ・・結 核 性 殖攣 ヲ有 ス ル腸 粘 膜 ニ屡 丸見 ル

所 見 デ ア ル｡然 シ腸 二見 ラル ・コ ノ茶 攣 ・・、 多

クハ赤 色、 叉 ノ・赤 黒 色 ノ色素 沈 著 ヲ有 スル1麸ノ

小 星胡犬、 又 ノ・小 豆 大 以 下 ノ類 圓形 ノ極 メ テ淺 イ

小 潰 瘍 ト シ テ認 メ ラ レ、 胃 一 見 ル如 キ不 整 形 、

時 ニ ハ 地 圖 状 テ成 ス比 較 的 大 キ イ竈 ヲ 見 ル コ ト

ノ・殆 ドナ イ｡

(4)腸 ノ穿 孔

余 ノ材 料 中 、 結 核 性 潰 瘍 ノ穿 孔 ヲ有 ス ル者 ハ 、

腸 二 肉 眼 的 ニ結 核 性 病 攣 テ有 ス ル184例 中1例

(0.堀%)デ ア ル｡然 シ之 二他 ノ臓 器(鐘 様 突 起

及 腸 間 膜 淋 巴 腺)ガ 腸 二穿 孔 シ タ 庭 ノ3例 テ 加

ヘ ル ト4例(2.17%)ト ナ ル｡

A.結 核 性 潰 瘍 穿 孔 例

Nr.22.22歳 、♂、病 歴1927年11月 脚 氣｡192s年

8月 以 來 下 痢 ト便 秘 ガ 交 互 ニ來 リ、 便 通 不整 テア ッ

ク｡同 年12月 、 咳 漱 、喀 疾 、高熱(31め ヲ訴 へ 、 肺 結 核

ノ診 断 ヲ受 ケ タ｡翌1929年4月 始 ヨ リ咳 漱 、 喀 疲 ヲ

塘 ン、尚 鐘標 突起 炎 ニ カ カ リ、之 ノ・約1週 間 ニ シテ輕

快 シタ.同 年5月4日 入 所｡當 時號 熱37.ろL3s.・5)、

便 通 ノ・不整 デ、 下痢 又 ノ・軟 便(1日1-2同)ヲ 見 タ.

腹 部 へ 廻 盲 部 ニ鳩 卵 大 ノ抵 抗 ヲ鯛 レク｡其 後禮 温

・・極 メ テ不 整 デ、37.50-:39.0｡弛 張 性｡7月 頃 ヨ リ下

痢 及 軟便 著 明 トナ リ(1日2-5回 ♪、8月 末 ヨ リ屡

腹 痛 ヲ訴 ヘ ルレ様 ニ ナ ツ タ｡9月 上 旬 、 血 便 ヲ6日 間

見 タ｡當 時腹 部 ・・一 般 ニ稽 く膨 滞 シ、梢 く緊 張 シテ ヰ

タ｡同 月 中旬 以後 腹 痛 ヲ訴 ヘ ルレコ ト烈 シク ナ リ、廻 盲

部 ノ・軟 ク鱗 レ、歴 迫 過敏 著 明 デ アツ タ｡爾 謄 ノ直 下部

モ極 メ テ過 敏 デ ア ツ タ.嘔 吐 ・・ナ イ｡9月27日 死 亡｡

剖 検 所 見 一 肺 〔重症 堰殖 性結 昼 症 〕｡腸 〔十 二指 腸 ヨ

リ直腸 ニ至 ルレ迄 、 無 撒 ノ潰 瘍 ヲ有 ス ルレ重症 例 デ ア ルレ｡

殊 ニ空 腸 ヨ リ 下 行結 腸迄 ノ病 攣 ガ著 シイ｡穿 孔 部 ノ・

廻 盲 辮 ヨ リ僅 力鍛 糎離 レ ク、 廻 腸 下 端 ノ 後 壁 デ アッ

テ、 此 部 分 ・・後腹 肱 組 織 ト癒 著 シ、 右 腰 筋 膜 ハ穿 通

サ レ、 腰 筋膿 瘍(石 盤 色 、 汚 稼 、 壊 疽 性)ヲ 形 成 シテ

居 ク｡腹 腔 ニ ハ膿 性 滲 出 液 ノ瀦 溜 ナ ク、 育 椎 叉 ノ・骨

盤 ノ 「カ リエス」ヲ見 ナ イ｡腸 管 ヲ開 ク ト、 穿 孔 部 ノ

潰 瘍 ・・碗 豆 大 ヲ超 エ ルレ第 七 型 デ、 四 周 ノ 諸 潰 瘍 ト極

メ テ不 整 ナ融 合 傾 向 ヲ有 シ、 其 邊 縁 ノ・著 明 ナ 鋸 薗 状

ヲ呈 シ、 穿 掘 潜 下 シ、 底面 ハ凹 凸 不 平坦 デ アルレ｡穿

孔 ロ ノ・此 潰 瘍 ノ邊 縁 ニ近 イ部 分 ニ存 シ、 麻 實 大 デア

ルレ｡爾 此 潰 瘍 ヨ リ上 方 ニノ・多 数 ノ 楕 圓形 ヌノ・不 整 形

ノ猛 豆 大 乃 至 雀 卵大 ヲ超 エ ルレ迄 ノ第 四 型B及 第 七 型

潰 瘍 が在 ルレガ、 是 等 ノ潰 瘍 ノ或 者 ノ・、 底 面 が極 メテ

薄 ク、 殆 ド紙 状 デ ア ルレ｡
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B・ 他 臓 器 ヨ リ ノ穿 孔 例 、3例 ノ 内 、2例 ハ 贔

様 突 起 ガ腸 二破 レ タ モ ノ デ ア ツ テ、 他 ノ1例 ハ

腸 間 膜 淋 巴 腺 ガ腸 ニ 破 レ タ モ ノ デ ア ル｡

巌 様 突 起 ヨ リ ノ穿 孔 例(2例)

Nr・79・41歳 、 ♂、病 歴1909年 頃 腸 「チ フ ス」ニ

罹 リ約3ケ 月 ニ シテ治 ス｡1921年3月 、 旅 行 時 號 熟 、

全 均倦 怠 ア リ｡翌22年3月 突 然 喀 血｡其 後 安静 養 生

ス｡時 々血 疾 ア リ｡1925年5月 以 後 肛 門痩 、 轟様 突

起 炎 ノ既 往症 ノ・無 イ｡1926年1月15日 入 所｡當 時 饅

温37・0｡-37.6｡、 時 々38｡、咳 漱 、 喀 庚 ヲ訴 フ｡便 通 ・・

常 ニ不 整 デ アツ タ｡1927年2月 右 結 核性 副 睾 丸 炎 ニ

テ 、 切 除 手 術 ヲ行 フ｡1928年10月 下痢5日 間(1日

1-2同)特 ニ腹 痛 ナ シ｡1929年8月9日 下痢7同 、

烈 シ イ悪 寒 ヲ訴 フ｡然 シ乍 ラ腹 痛 ・・無 ク、 熱 ハ撒 ケ

月 前 ト同 ジク3S｡内 外 デ ア ツ タ.其 後 約15日 間1日

1-2同 ノ下 痢 ア リ、 爾 同 月16日 ヨ リ2--3日 間 陵

作 的 ニ烈 ンイ腹 痛 がア ツ タ｡然 シ 嘔 吐 及 腹 部 蹟 席 ハ

無 カ ツ,タ.同 年11月 約17日 間 二亙 ルレ下 痢(1日1-

3同 】｡翌30年2月 、15日 間 ノ下 痢(1日1-3回)

ヲ訴 ヘ ク ガ 共 ニ 腹 痛 ヲ件 ノ・ナ カ ツ タ｡翌3月8日 死
'

亡｡

剖 瞼 所 見 肺 ノ・壇 殖 性 重 症 ノ結 核症 デ ア ルレ｡腸 ハ、

盲 腸 、,上 行結 腸 、 下 行 結 腸 等 ニ少 数 ノ第 四 、 第 七 型

等 ノ小潰 磨 ヲ有 ス ルレ輕症 ノ腸 結 核例 デ、 贔 様 突 起 ハ、

廻 腸 下 部及S字 部 ニ繊 維 性慮 著 ヲ成 シ、 姦襟 突 起 ト、

S字 部 トノ・屡 孔 形 成 ヲ ナ シ テ ヰ ノレ｡贔 襟 突 起 ノ・、0.8

×1.5cm.ノ 太 サ トナ リ、 内腔 櫨 張 シ、 壁 ノ・膿 様 ノ膜

ニ被 ハ レテ居 ルレ｡S字 部 ニ ハ結 咳性 潰瘍 ヲ存 ンナ イ｡

Nr.92.43歳 、 ♂、病 歴 一14歳 ノ時 肋 膜 炎 ニ罹 ルレ｡

25歳 頃 赤 痢｡同 年左 睾 丸切 除 手術 ヲ受 ク｡192S年12

月 感 冒 ニ罹 リ、共 後氣 分勝 レ ズ｡2ケ 月 後 槍1輕 央 セ

シモ亦 後 ニ盗 汗、 咳 漱 、 喀疾 ヲ訴 フ ルレニ至 ルレ｡1930

年 壬月4日 入 所｡入 所 後 腹 部 ノ 症 伏 トンテ ・・、5月

中1日 下痢(2同 ♪、7月 中1日 下 痢(5同)ヲ 訴 ヘ タ

コ トア ルレノ ミデ、 腹 痛 ノ・無 ク、 他 箆 的 ニ腹 部 異 常 所

見 モ ナ イ｡

剖 瞼 所 見 肺 ハ 重 症 塘 殖 性 結 核 症 デ ア ルレ｡腸 ノ・、

廻 腸 ニ散 在 性 ニ結 核 結 節 ヲ認 メ、 盲 腸 カ ラ 直腸 ニ至

ルレ間 一 ノ・散在 性 ニ第 二 、第 三 、第 四 、第 七 型 等 ノ 潰

瘍 ヲ有 ス ルレ比 較 物輕 症 ノ腸 結 核 症 デ ア ルレ｡穿 孔 部 ハ

廻 腸 下 端 デ、 廻 盲癬 カ ラ約3糎 離 レ タ後 壁 ニ 、 殆 ド

圓 杉 ヲ爲 ス直 裡 約0.8cm・ ノ孔 ガ●存 ス ルレ｡コ ノ孔 ノ邊

縁 ・・比 較 的 平 滑 デ 、 コ ノ 部 分 及 附 近 ニ 結 核 性 潰瘍 ト

認 ム可 キ所 見 ハ無 イ｡コ ノ孔 ノ 内方 ヲ見 ルレ ト・ 其 庭

ニノ・殆 ド卵 圓 形 ヲ爲 ス塵 ・ 嚢 腔 が存 在 ス ルレ｡コ ノ嚢

腔 ノ・3.5×2.Ox1.5cm.ノ 廣 サ ヲ有 ス ルレ｡嚢 腔 内面 ノ・

膿 標 膜 ニ被 ノ・レ、 コ ノ嚢 腔 ノ 廻 盲 角 後 壁 ニ接 ス ルレ部

分 カ ラ ・・、 長 サ 約1cm.直 径 約0.7cm・ ノ棒 状 物 ガ'突

出 シテ キ ルレ｡コ ノ突 出物 ノ表 面 ハ 同 ジ ク 膿 様 膜 ニ被

ノ・レテ ヰ ルレが、 之 ヲ横 噺 シテ 見 ルレト、 轟 襟 突 起 デ ア

ルレコ トガ'催カ メ ラ レ ク｡コ ノ嚢 腔 ノ外 壁 バ ー 部 分S

字 部 トモ 繊 維 性癒 著 ヲナ シテ ヰ ルレが、 其 癒 著 部 ニ相

當 ス ルレS字 部粘 漠 ニ ・・痩 孔無 ク、 ヌ,結 核 性 潰 瘍 ヲ モ

見 ナ イ｡故 ニ 本例 ハ贔 標 突 起 周 園 濃 瘍 ガ'廻 腸 下 部 ニ

外 側 カ ラ穿 孔 シ タモ ノ ト考 ヘ ラ レ ルレ｡

腸 間 膜 淋 巴 腺 ヨ リ ノ穿 孔 例

Nr.99.27歳 、 ♂、 病 歴 一1921年8月 脚 氣 ニ罹 リ、

同11月 治癒 ス｡翌22年8月 感 冒 ニ罹 り、 左 陶痛 ヲ

訴 フ｡其 後 姦 痩 ・y、10月 以降 盗 汗 、 血 褒 ヲ訴 フ｡19

29年8月13日 入 所｡當 時 號 熱37.5｡-38.0｡デ 、咳漱 、

喀 爽 ヲ訴 フ｡雨 側 ノ頸 部 淋 巴 腺 多 数 種 脹 ス｡腹 部 ニ

異 常 所 見 ナ ク、 便 蓮 ハ多 少 便 秘 ノ 傾 向 が ア ツ タ ガ'、

下 痢 、腹 痛 等 ノ・殆 ド無 カ ツ タ、

剖 瞼 所 見 肺 ノ・重 症 ノ 滲 出 性 結 咳 デ、 左 上葉 ニ古

イ空 洞 が アルレ｡腸 ニ ・・廻 腸 ノ 上部 ニ1個(第 六 型)、

廻 盲灘 ニ1個(第 四 型)、 直腸 ニ約10個(第 三 型)ノ 潰

瘍 ヲ有 ス ルレ外 ニノ・、 廻 腸 下部 二 第 一 及 第 二 型 病 愛 ヲ

散 在 性 ニ見 ルレノ ミデ ア ルレ｡穿 孔 部 ノ・空 腸 ノ下 部 デ ア

ッ テ、 コ ノ部 分 ノ腸 間 膜 ノ・著 シク萎 縮 シ、 腸 ノ附 著

部 ニ ノ・扁 豆 大 ヨ リ猛 豆 大 ニ達 ス ルレ淋 巴 腺 が4個 、 腸

ニ密 接 ンテ存 シ、 更 ニ腸 間 嘆根 部 トノ間 ニ ハ 鶏 卵 大

淋 巴 腺1個 、 碗 豆 大 乃至 雀卵 尺淋 巴 腺 が4個 アルレ｡

是 等8個 ノ淋 巴 腺 ノ・皆密 集 シテ 存 シ、 何 レ モ 球 状 、

割 面 ノ・全 ク 乾 酪 愛性 ニ隅 ツ テ ヰ ルレカ、 」又ハ其 内 ニ扁

豆 大 ・ 限 局性 乾 酪 性 病 竈 ヲ有 ス ルレモ ノデ ァ ルレ｡腸 二

穿 孔 ン ク 淋 巴 腺 ハ扁 豆 大 デ、 全 ク乾 酪 墾 性 ニ隔 リ、

腸 筋 層 ニ密 接 シテ ヰ ルレ｡コ ノ部 分 ノ 粘 膜 ヲ見 ルレ ト、

約0.8cm.ヲ 距 テ ・2ケ 所 ニ小 痩 孔 ガ'存在 ス ルレ｡漸 ク

消 息子 ヲ描 入 シ得 、 淋 巴 腺 ニ達 ス ルレ｡穿 孔 部 附近 ノ

腸 粘 膜 ニ・・結 咳性 潰 瘍 ヲ見 ナ イ｡

尚 池 二 剖 瞼 時 結 核 性 讃 瘍 ノ破 孔 テ 有 ス ル モ ノカ

2例 ア ル｡是 等 ハ 破 孔 部 ノ腸 漿 液 膜 面 及 腹 膜 一

般 二何 等 ノ組 織 反 慮 無 久 死 後 ノ破 孔 デ ア ツ タ｡

(5)結 核 性 潰 瘍 月 治 癒 拉=腸 管 狭 窄 症
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A.結 核 性 潰 瘍 ノ治 癒

結 核 性 潰 瘍 バー 般 ニ治 癒 シ易 イモ ノ デ アル｡吾

々 ・、比 較 的 浄 清 ノ駄 態 ニ アル モ ノカ ラ完 全 ナ浄

清(Reinigung)ニ 至 ル迄 ノ種 々 ノ1状態 ノモ ノテ

見 ル｡即 潰 瘍 縁 ハ比 較 的 平 滑 トナ リ、 時 ニノ・硬

イ堤 状 ラ成 シ、 潰 瘍 底 ハ乾 酪 物 質 、 膿 等 ノ附 著

ガ無 ク、 平 滑 トナ リ、 腸 壁 ハ肥 厚 、萎縮 テ來 シ、

著 シク硬 クナ ル｡凹 陥 ハ漸 次 淺 ク ナ リ、 殆 ド健

康 粘 膜 ト同様 ノ光澤 ラ示 ス ニ至 ル｡終 ニハ潰 瘍

ノ形 テ有 セ ズ、 軍 ニ癩 痕 トシ テ見 ラ レル｡此 癒

痕 ハ、 粘 膜 ニ放 線歌 テ成 ス腿 ノ輕 イ鐡 襲 テ生 ズ

ル｡其 部 分 ノ腸 壁 ノ肥 厚 或 ハ萎 縮 テ件 フ、 生 理

昭的 ニ ケル ク リ ング氏鐵 襲 ノ多 イ部 分 デハ、 其 鐵

髪 ノ方 向 ハ不 規 則 トナ リ、 叉 バー一部 分 織 髪 ガ失

・・レ、 類 圓形 、 楷 圓 形 、 不 整 多 角 形 等 ノ牢 滑 ナ

ル竈 テ形 成 シ、 其 周 圃 ニ放 線 歌 ノ粘 膜 級 襲 ラ生

ズ ル ノテ見 ル｡」叉小 息、肉歌 隆 起 ラ見 ル コ トモ ア

ル｡搬 痕 部 テ漿 液 膜 面 カ ラ見 ル ト、 稽 ≧灰 白色

ラ呈 シ、 屡 支周 園 ニ放 線 男犬雛 髪 テ認 メ ラ レル｡

結 核 結 節 ノ存 否 ハ不 定 デ アル｡

又 是 等 限 局性 癒 痕 ノ外 、 比 較 的 廣 範 園 二亙 ツ テ

腸 壁 ガ肥 厚 シ、 硬 度硬 ク、 粘 膜 表 面 ノ滑 澤 ナ癒

痕 テ見 ル コ トガ アル｡此 際 其 庭 々 二小 息 肉 状 隆

起 ラ見 ル カ、 又 ハ 極 メ テ淺 イ喧 火 口男犬ノ陥 凹 部

テ 見 ル コ トガ アル｡

腸 粘 膜 ニ癒 痕 ヲ見 ル場 合、 其 附 属 腸 間 膜 淋 巴腺

一 ハ必 ズ ジモ結 核 性 病攣 ラ明 カ ニ セ ヌガ、 稀 ニ

乾 性 乾酪 攣 性竈 、 又 ハ 白要 化 及 石灰 化 竈 テ見 ル

コ トモ ア ル｡二 次 性 腸 結 核 症 ニ見 ル腸 ノ癒 痕 ハ

軍 二粘 膜 ノ観 察 ノ ミニ依 ツ テハ初 期 攣 化 群 ノ場

合 ノ初 感 原叢 竈 嘔 別 シ得 ナ イ｡又 附 屡 腸 間 膜

琳 巴腺 ニ石灰 沈 著 竈 ラ見 ル場 合 ニ モ組 織 學的 検

査 テ倹 タ ズ シテ之 テ直 チ ニ初 期 攣 化群 ト断 定 ス

ル コ トハ出 來 ナ イ(黒 丸(3ル)｡

癩i痕 ハ肉眼 的 ニノ・殆 ド之 ラ認 メ得 ラ レナ イ場 合

ガ アル｡嚴 密 ナ肉眼 的検 査二 依 ツ テ、 何 等 癒 痕

テ疑 フ可 キ所 見 ラ見 ナ カ ツ タ場 合 二、 其 組 織 學

的 検 索 二依 ツテ癩 痕 ヲ確 ヵ メ得 タ場 合 ニ モ屡 く

遭 遇 シタ｡

治 癒 ノ傾 向 ラ有 ス ル潰 瘍 、 全 ク治 癒 シタ潰 瘍 、

又 ハ癒 痕 ラ有 ス ル例 ハ極 メ テ多 イ｡然 シ多 クハ

之 ト同 時 ニ未 グ治癒 ニ至 ラ ナ イ潰 瘍 、 又 ハ新 鮮

ナ結 核 性 病 攣 ガ混 在 スル｡即 、 讐 ヘ バ、 吾 々 ハ

屡 、小腸 ニハ 多数 ノ未 グ治 癒 二遠 イ潰 瘍 テ見 ル

ニ反 シ、 大 腸 、 殊 ニ盲腸 、 上 行 結 腸 ニ ハ殆 ド治

癒 二近 イ清 浄 ナ廣 汎性 潰 瘍 、 又 ハ息 肉状 檜 殖 ノ

盛 ナ治 癒 二近 イ融 合 性潰 瘍 ラ見 ル カ、 或 ハ叉 廣

汎 性 ノ殆 ド搬 痕 化 シ タモ ノラ見 ル コ トカ アル｡
こ

又 小腸 ニハ、 散 在性 ニ新 鮮 ナ第 一 型 、 第 二 型 ノ

病 憂 テ有 スル ニ反 シ、 盲腸 、 上 行 結 腸 ハ、全 ク

癒 痕1ヒ シテ ヰル コ トガ アル｡又 同 盲部 ニ限 局 性

ノ癒 痕 テ有 シ、 他 ノ部 分 ニ ハ散 在性 二少 数 叉 ハ

多 数 ノ種 々ナ ル潰 瘍 ラ有 スル モ ノ、 又 ハ同 腸、

蠣 、 盲腸 等 ニ限 局 性 ノ癒 痕 テ有 シ、 他 部 ニ ハ極

メ テ少 数 ノ第 一 又 ハ第 二 型 病竈 ノ ミラ見 ル場 合

ガ アル｡以 上 ノ如 ク、 治癒 性 潰瘍 、 癒 痕 等 ハ、

同腸 、 辮 、 盲腸、 上行 結 腸 等 ニ比較 的 多 ク見 ル

ノデ アル ガ、 其 他 ノ部 位、 讐 ヘ バ、 室 腸、 横 行

結 腸 、 下 行 結 腸 、S字 部、直 腸 等 ニモ 見 ラ レル｡

叉 同一 ノ腸 部 位 ニ於 テ モ、 癒痕 ト新 鮮 ナ病 竈 ノ

混 在 スル場 合 ガ アル｡即 個 々 ノ結 核 性病 竈 ハ治

癒 シテ モ、 次 々 ト新 病 竈 ラ生 ジ、 結 局腸 全艦 ト

シ テ ノ完 全 ナ治 癒 テ見 ル コ トハ少 イ｡

腸 全 禮 テ通 ジテ癒痕 以 外 二結 核 性 潰 瘍 ラ見 ナ イ

例 、ED完 全 治 癒 ハ、 余 ノ材 料208例 中僅 カ ニ3

例(1.44%)デ アル｡

第1例 、Nr.201、40歳 、 ♂、病歴 一1915年 右側乾

性 肋膜 炎 二罹 ルレ｡1920年3月 血疾 ア リ、 咽喉疾患 ト

云 ・・ルレ'｡約牛年間静養｡1923年1月 約20日 間 高熱40｡

持 寳ス｡當 時診噺 ハ確定 シ得 ナカツタ ト云フ｡1927

年7月 以來咳漱、 喀 疾 ヲ訴 へ、 肺結核 ト診噺 サルレ｡

1929年12月2日 入所｡入 所後便通 ノ・常 ニ不整 デアツ

タ｡然 シ下痢 ノ・全 ワナ イ｡1930年5月nリ 死 亡時(19

31年7月)マ デ極 メテ頑固 ナ便秘 ヲ訴 へ、常 ニ灌腸 ニ

依 ツテ排便 シタ｡

剖 槍所 見一一 肺 ・・圭滲 出性重症結 核症 デアルレ｡右 肺

上葉 ノ・全部 空洞化 シ、 其他雨肺全盤 新鮮 ナルレ乾酪性

肺炎 デアルレ｡腸 ハ上行結腸 ノ起 始部後壁 ニ、 五十銭

銀貨 大 ノ殆 ド圓形 ヲ呈スルレ癒痕 ヲ見ルレ以外 ハ、 何虚
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ニモ結 核性病 攣 ヲ見 ナ イモノデ アルレ｡腸 間膜淋 巴腺

ニハ結核性病攣 がナイ｡

第2例 、Nr.31、63歳 、 ♂、 病歴27歳 頃右頸腺

腫脹｡1925年 頃 ヨ リ咳漱、 呼吸促迫｡1927年12月=

リ呼吸促迫 著明 トナ リ、咳漱、 喀 疾壇ス｡胸 部 ニ匪

迫 感 ア リ｡

1928年11月26日 入 所｡1929年2月L'1日 、 磯 出血

ヲ起 シ翌22日 死亡｡

剖検所 見 肺 ノ・一般 ニ氣腫著明 デ、 結 核性病攣 ト

シテ ノ・雨肺 上葉 ニPuhl氏 竈 ヲ有 ス ルレノミデ アルレ｡

腸 ・・、 上行結腸起始部後 壁 ニ、扁豆大1個(多 角形)、

碗豆大1個(類 圓形)ノ 稽 ζ陥 凹 シク搬痕 ヲ見 ルレ以外

ニノ、結核性病攣 ヲ見ナ イモ ノデアルレ｡

腸 間膜 淋巴腺 ニ異常所 見ガナ イ｡

第3例 、Nr.41.30歳 、 ♂、病歴1920年2月 、

右側肋 膜炎 ニ罹 ルレ｡1921年 春 胸椎骨 隆起 スルレモ 疾痛

ナ シ｡1922年 夏脊椎疾痛、膿熱、盗汗｡1925年 夏1

月脊椎 「カ リエス」ノ診噺 ヲ受 ク｡當 時約1ケ 月1間失

禁ス｡盗 汗及輕度 ノ咳漱 ヲ訴 フ｡1925年4月16日 入

所｡入 所 中匝通ノ・便秘 ガ著明 デアルレが、 下痢 ハ極 メ

テ稀 デ、持績性 デナ カック｡腹 部 異常所見、 腹痛 モ

ナ イ｡1919年3月2S日 死亡｡

剖 楡所 見 肺ノ・圭 滲出性 重症結核症 デ、 右上葉 ノ・

高 度 二萎縮 ン、古 イ空洞 ガアルレ｡滲 出性 「シューブ」ニ

依 ツテ死亡 シクモ ノデアルレ｡

腸 ノ・廻腸下端、 廻盲辮 ニ接 ス ルレ部分 ニ、 約五十鍍銀

貨 大 ノ癒 痕 ヲ有 シ、 其他 ノ腸 二・・結核性病攣 ヲ見ナ

イ｡

但 シ本例 ニノ・、鵡様突起 ノ著明 ナ結 核 ヲ有 シ、 廻盲

角 ノ腸間膜淋巴腺 ニノ・灰 白色結核結節 がアルレ｡即 轟

標突起 ニ唯 一 ノ活動性結核病竈 ヲ有 スルレノミデ、 其

他 ノ腸粘膜 ノ病憂 ノ・既 ニ治癒 シクモノデアルレ｡

以 上3例 ハ皆 慢 性 ノ臨 躰 的 経過 テ トツタ例 デ ア

ツテ、2例 ノ肺 主 滲 出性例 ハ、 古 イ増 殖性 病 竈

ラ有 スル者 ガ、 滲 出性 「シュー ブ」二依 ツ テ死 亡

シ タ者 デ アル｡

上 述 ノ3例 ノ癒 痕 部 ノ漿 液 膜 面 ニ ハ結核 結 節 テ

見 ナ イ｡以 上3例 中、 第3例 ラ除 ク外 ノ2例 二

於 テノ・、 癒 痕 部 以外 二腸 ノ結 核 性病 憂 テ 認 メ

ズ、 其 漿 液 膜 及 腸 間膜 淋 巴腺 等 ニ モ結 核 性病 攣

ラ見 ナ ィ｡

凱 二述 ペ タ様 二、 治癒 性 潰瘍 、 又 ハ癒 痕 ハ腸 ノ

何 レ ノ部 分 ニ モ見 ラ レル ガ、 然 シ比 較 的 、 回腸

下 部、 辮 、 盲腸 、 上 行結 腸 等 ニ多 イ｡是 等 ノ部

位 二癩 痕 ラ屡 ミ残 ス ノハ、 是 等 ノ部 分 ガ最 初 ノ

罹 患 部 トシ テ考 ヘ ラ レル理 由 トナ ル ノテ アル｡

B.腸 管 狭 窄 症

結 核性 潰瘍 ノ癒 痕 性 牧縮 及 息 肉 駄 粘 膜 増 生 ニ依

ツ テ腸 管 狭 窄 症 ヲ來 ス コ トガ アル｡余 ・・之 テ、

同 腸 下 部、 蛾 、 盲 腸、 上 行結 腸 起 始 部 等 二存 ス

ルレ第 八 型 潰 瘍 ト、 小 腸 ノ第 四型B潰 瘍 等 ノ治 癒

傾 向 テ有 ス ル場 合 二見 テ オル｡

同 腸 下 部 、 盲 腸、 上 行 結 腸 起 始 部 等 ニ 見 ル第 八

型 潰 瘍 ニ於 テノ・屡 ≧著 明 ナ腸 壁 ノ肥 厚 ト、 敢 縮

テ來 シ、粘 膜 面 ニハ息 肉 状 、 疵 歌 ノ上曾生 テ來 ス

ガ故 二管 腔 ハ著 シ ク狭 マ メ ラ レル｡コ ノ病 憂 カ

同 盲 撫 ニ現 バ レル トキ ハ辮 ロ ノ狭 窄 テ來 ス ノデ

アル｡余 ハ コ ノロ脛(1.8cm.ナ ル例 テ見 タ｡

Nr.90.19歳 、♀、病歴1929年11月 咳漱、喀疾

ヲ訴へ、肺結核 ト診断 サ ルレ｡翌30年8月12日 入所｡

當時 咳漱、喀疾、登熱(38｡-39｡)ヲ 訴 ヘタ｡腹 部 ニ異

常 所見ナ ク、便通 ハ納 く不整 デアツクが、下痢及軟優

ノ・少 ク、9刀 及9月1中 二・・(1日2-3同)ノ 軟便及

下痢 ヲ見 タ日ガ7日 間位 デアルレ｡10月 ニル・4日 間軟

便 ヲ見 タニ過 ギナ イ｡然 ルニ、10月13日 突然罷温 上

昇 シ(40')脈130、 呼吸40腹 部{ee膨 擶 シ、 嘔吐 ヲ作

ヒ、 自登痛 ノ・輕 力ツクガ 膣痛著明 デアツク｡腹 部所

見 ノ・3日 間同一 ノ状態 デ、1日 目ニ稽 ミ輕減 シタ｡印

膨滞、歴痛 ノ・減 ジ、 嘔吐 モ止 マツタ.禮 温 ハ2日 目

以後 ハ38｡-39｡ト ナッタ｡便 通 ノ・第1日 目一1回 ア

ック ノミデ、其後 ノ・ナ ィ｡10月17日 死亡｡

剖槍所 見 肺 ノ・滲出性重症結核症 デアルレ｡

腹部 ノ・、廣汎性腹膜 炎 ヲ有 シ、 胃及腸 ノ・著 シク 瓦斯

デ膨 滞 シテヰタ｡廻 腸下牛部 ・・互 ニ 繊維性癒著 ヲナ

シ、廻腸 下端部 ノ・盲腸 ノ前壁 ニ癒 著 シテヰ タ｡腹 膜

面 ニハ無数 ノ乾酪性結核結 節 ヲ認 メ、 尚腹腔 ニハ約

300c.qノ乾酪膿性 ノ液 ヲ瀦溜 シテヰタ｡

腸粘 膜 ニノ・、空腸 、 廻腸 ニ多数 ノ第 四型B及 少数 ノ

第七型 ヲ認 メ、伺無数 ノ第一及 第二型病攣iヲ認 メタ.

廻盲癬 ニ接 スルレ廻腸下端 ニ・・6×3crr.ノ 第五型 大潰

瘍 ト、 コノ周園 ニ多数 ノ第 三及第七 型 ヲ見 タ｡辮 ノ・

第 三型 潰瘍 ノ融合 セルレ像 ヲ示 ス｡塒 ニ接ス ルレ大腸精
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膜 ニハ頚 豆 入 ノ第 七 型 力"存ス ルレ｡廻 盲辮 ヲ 中 心 トス

ルレ潰 瘍 ハ総 テ結 締 織 ノ培殖 著 明 デ、 硬 度 硬 ク、 粘 膜

ノ息 肉 状 壇 殖 著明 デ ア ルレ｡廻 盲 癬 ロ ノ・直 裡0.8(・m.デ

ア ルレ｡盲 腸 、 上 行 結 腸 、 及 横 行 結 腸 ヨ リ直 腸 ニ至 ルレ

澗 ニハ散 在 性 ニ第 三 及 第 七 型 ヲ見 ルレ｡

小 腸 ノ帯獣 潰 瘍 ニ 依 ル 狭 窄 症 二 就 テ ハ、11個 所

ニ狭 窄 テ有 ス ル1例 ラ 見 タ｡

Nr.517.14歳 、 ♂、 病 歴1927年 夏 、 急 性 、1S腸「カ

タ ルレ」ニ罹 リ,間 モナ ク治 癒｡同 年12月 、 食 慾 不 振 、

貧 血 、1929年6月 腹 部 膨 渦 緊 張 、肋 膜 炎 及 腹 膜 炎 ト診

噺 サ ルレ｡同 月1末費 熱、肺 結 核 ノ診 噺 ヲ受 ク｡同 年12月1

27日 入 所｡當 時 輕 度 ノ 咳 漱 ア ルレモ、 喀 褒 ハ ナ イ｡腹

部 ニ異 常所 見 ナ ク、 便 通 モ正常 デ アルレ｡翌29年2刀

以 來時 々軟 便 及 下痢 ヲ訴 ヘ タ ガ 輕 度 デ ア ル｡便 秘 ・・

ナ イ｡腹 痛 ・・稀 ニ訴 ヘ ルレニ過 ギナ カツ タ｡

剖 瞼 所 見一 肺 ノ・圭 滲 出性 重 症 結 核症 デ ア ルレ｡

腸 ノ・、 空 腸 ノ中央 部 ニ1個 所、 廻 腸 上 部 ヨ リ 廻 盲 辮

ニ至 ルレ間 ニ10個 所 ノ 侠窄 が ア リ、 是 等 ノ狭 窄 部 以 外

ニ、 小 腸 ニハ散 在 性 ニ圭 ト シテ 第 四 型 潰 瘍 が アルレ｡

廻 盲 礁 、 盲 腸 、 上 行 結 腸 起 始 部 ・・廣 汎 性 融 合 性 第 八

型 潰 瘍 デ ア ツ テ、 腸 壁 ノ肥 彫 、 息 肉 状 増殖 ガ著 明 デ

ァ ルレ｡小 腸 ノ狭 窄 ヲナ セ ルレ帯状 潰 瘍 ハ 、 幅2-6cm.

`Fv
、 管 口径 ・・約1-15cm.内 外 デ アツ ク.潰 瘍 ノ邊

縁 ・・著 シ ク隆 起 シ、 底 ト共 ニ 息 肉 状 、 疵 朕 培 生 ガ極

メ テ盛 デ ア ルレ｡

余 ノ検 査 例 中 ニ ハ 腸 ノ結 核牲 潰 瘍 ノ狭 窄 ガ 主 因

ヲ ナ フ・塵 ノ1イ レ ウ ス」例 ガ ナ カ ツ タ｡

く6)纏 括

1.余 ハ 昭 和2年1月 ヨ リ昭 和6年8月 ニ 至 ル

間 ニ、 東 京 市 療 養 所 二 於 テ剖 検 セ ラ レ タ材 料 中

208例 ノ成 人 肺 結 核 症 屍 二 就 テ、 腸 ノニ 次 性 結

核 ノ病 理 解 剖 學 的 検 索 テ試 ミ タ｡

2.屍 膿 ハ 豫 メ約15%ノ 「フ ォ ル マ リ ン」液 テ

股 静 脈 ヨ リ注 入 シ テ 固 定 シ、 腹 部 臓 器 ノ剖 瞼 ハ

大 艦 二於 テZenkerノ 術 式 ラ改 良 シ タHeller

ノ 方 式 ニ 依 ツ テ 行 ツ タ｡

3.肉 眼 的 観 察 二際 シ テ ハ 、 腸 粘 膜 ノ病 攣 ト、

之 二 關 聯 ス ル 漿 液 膜 面 ノ攣 化 及 腸 間 膜 淋 巴 腺 ノ

所 見 ニ 就 テ特 二注 意 シ タ｡

4.余 ハ 腸 ノ結 核 性 病 慶 ラ 肉 眼 的 二 、 其 形 状 蚊

二II生封犬ニ ヨ リS種 ニ日憂易昭」シ タ｡

第 一 型 、 結 核 結 節 、 又 ・・結 核 性 濾 胞 炎Follicu-

litistuberkulosaニ ー致 スル モ ノデ アル｡

第 二 型 、 結 核 性 濾 胞 性 潰 瘍Tuberku16senFo1-

like1-GeschwUr一 相當 ス ル｡

第 三型 、 小 豆 大 乃 至 扁 豆 大 ノ不 整 多角 形 、 類 圓

形 、 又 ハ圓形 ラ呈 スルし結 核 性 潰 瘍 デ アル｡

第 四型 、 扁 豆大 乃 至 碗 豆 大 以 上 ノ擶 圓 形 又 ハ細

長 ノ潰瘍 デ、 腸 ノ長軸 ニ封 シ直 角 ノ方 向(Quer-

gestellt)二 存 ス ル潰 瘍 デ アル｡長 イモ ノノ・腸 ノ

横 軸 全禮 ニ亙 ル｡所 謂 糊 伏潰 瘍(Bandf6rmiges

GeschwUr)ガ 之 二屡 スル｡

余 ハ此 潰瘍 テ其 長 サ ニ ヨ リ2種 類 ニ優 別 シ タ｡

即 長 サ2糎 以下 ノモ ノテ第 四型Aト シ、2糎 以

上 ノモ ノヲ第 四型Bト シ タ｡コ ノ第 四型A.B.

ノ潰瘍 ノ・、 文 獣 二記 載 セ ラ レテ ヰル様 ニ、 腸 ノ

結 核 性潰 瘍 中、 最 モ多 ク見 ル塵 ノモ ノデ アル｡

第 五 型 、 構 圓形 、 又 ハ細 長 ノ潰 瘍 デ、 腸 ノ長 軸

二平 行 ノ方 向 二位 スル(15ngSgeStel1V庭 ノ扁 豆

大 乃 至碗 豆大 以 上、 長 サ撒 糎 、 又 ・・十 籔 糎 二達

スル潰 瘍 デ アル｡之 ハ同 腸 二好登 シ、 バ イエ ル

氏 板 ニー 致 シテ生 ズル｡

之 テ長 サ2糎 以 下 ノモ ノ テA型 トシ、2糎 以上

ノモ ノ■B型 ト分 類 スル｡

第 六型 、 扁 豆 大 以 上猛 豆 大 、 時 ニハ雀 卵 大 以 上

ニ達 スル大 禮 圓形 、 類 圓 形 ノ潰 瘍 デ アル｡

第 七型 、 扁 豆 大 以 上、 五 拾 銭 銀 貨 大 以 上 二迄 達

スル甚 グ不 整 形 ノ潰 瘍 デ アル｡

第 八 型 、 同腸 下 部 ヨ リS字 部 マ デ ノ間 、 殊 二盲

腸 及 上行 結 腸 ニ主 ト シテ見 ル病 髪 デ、 無 籔 ノ潰

瘍 ガ不 規 則 網 状 二融 合 シ、 又 ハ極 メ テ大 ナル潰

瘍(讐 ヘ バ盲脇 叉 ハ上 行結 腸 全 盟 ニ亙 ル等 ノ)

ラ形 成 シ、 粘 膜 ノ息 肉状 檜 殖 ガ盛 デ、 腸 壁 ハ著

シ ク肥 厚 スル モ ノ デ アル｡

5.腸 各 部 ニ就 テ其 結 核 性 病 攣 テ見 ル ニ次 ノ如

ク テ アル｡

A・ 十 二 指 腸 、 一 般 ニ病 憂 ガ甚少イ｡若 シ十二 指

腸 ニ病 攣 ア ラバ、 其 以 下 ノ腸 ニハ更 二著 明攣 化

テ來 ス ノヲ常 トスル.コ コ ニ見 ル病 攣 ノ・第 一、

第 二 、 第 三、 第 四型 ラ主 ト シ、 潰 瘍 ハ比較 的 少
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ナ ク、 碗 豆 大 テ越 エ ル モ ノノ・稀 デ アル｡比 較 的

新 鮮 ナ潰 瘍 ラ見 ル コ トガ多 イ｡

B・ 小 腸 、 小腸 ノ内 デ ハ同腸 ガ結 核 性 病髪 ノ最

モ多 イ部 位 デ ア ル｡帥 病 愛 ハ 同 盲蜘…ヨ リ上方 十

二 指 腸 ニ近 ヅ クー 從 ツ テ 少 クナ ル ノ テ 常 トス

ル｡小 腸 ニハ総 テ ノ型 ノ病 疑 ガ見 ラ レル｡一 般

的 ニ ハ、 第 一 及 第 二 型 ハ 同腸 、 殊 二其 下 牛 部｡

第 五 型 ハ、 室 腸 下 部 及 同腸 ノパ イエ ル氏板 、 殊

ニ其B型 ハ同腸 下 孚部 二多 ク、 第 八型 ・・同腸 下

部 、殊 ニ同 盲 部 ノ辮 直 上部 ニ見 ル ノテ常 トスル｡

之 ハ不 整 融 合 性 潰 瘍 、 廣 汎 性 潰 瘍 、 又 ハ搬 痕 性

潰 瘍 テナ シ、屡 丸息 肉欺 檜 殖 及腸 壁肥 厚 テ件 フ｡

其 他 ノ型 ハ各 部 二頻 度 ノ差 ガナ イ｡多 ク ノ例 ニ

於 テ ハ各 種 ノ潰瘍 ガ複 維 二混 在 シテ ヰル｡然 シ

ー 定 型 ノ病 痩 ヲ主 トシ テ見 ル場 合 モ アル
｡即 、

或 ハ第 一 及 第 二 型 テ、 或 ・・第 四型(A及B)テ 、

或 ハ第 五 型(A及B、 又B二 至 ル移行 型 ノモ ノ)

ラ、 或 ハ第 六 又 ハ第 七 型 ヲ霊 トスル揚 合 等 デア

ル｡小 腸 二於 テ第 四 型 潰 瘍 テ多 ク見 ル ト云 フ事

實 ハ文献 ニー 致 ス ル｡

C.同 盲辮 、 屡k同 腸 下 部 及 盲腸 ト同 時 二侵 サ

レ、 融 合 性 第 八 型 病髪 ガ多 イ｡崩 潰著 明 ナ場 合

ニハ蜘 ハ殆 ド其 形 駄 テ失 フ｡又 癒 痕{刈牧 縮 、 息

肉歌 粘膜 増 殖等 ニ依 リ狭 窄 テ來 ス コ トモ アル｡

癬 ニ濁 立 シテ見 ラ レル病 攣 ハ第 三型 及 第 四型 ラ

主 トスル｡叉 轍 犬二搬 全禮 テ取 リ巻 ク｡稀 ニハ

繍…ニ孤 立 的 ニ顯 著 ナ病 攣 テ有 シ、 其 他 ノ部 分 ノ

病攣 ガ極 メ テ輕 度 ナ コ トモ アル｡

D.盲 腸 、 腸 全 膿 ト シテ病 攣 ノ最 モ著 シイ部 位

デ アル｡此 腱 デハ通 常 第 八 型 ノ種 々 ナ ル駄 態 ノ

病 憂 ヲ見 ル｡多 クハ 上行 結 腸 又 ハ同 腸 下 部 ト共

二廣 汎 性 病 髪 ヲ呈 スル｡又 屡 胤第 七 型 ノ大 キ ナ

底 面浮 清 サ レタ潰 瘍 ラ見 ル｡其 他 種 々 ノ型 ノ潰

瘍 モ 勿 論 見 ラ レル｡往 々搬 痕 テ見 ル｡コ ノ場 合

時 トシ テ同 盲 角 ノ腸 間膜 淋 巴腺 二白 墓化 竈 、 又

ハ石 灰 化 竈 ヲ見 ル場 合 ガ アル｡

E.結 腸 、 盲腸 ヨ リ連 績 スル第 八 型 病 攣 ヲ見 ル

コ トガ極 メ テ多 イ｡之 ハ盲腸 ヨ リS字 部 ニ綾 ク｡

然 シ最 モ多 イ ノハ 盲腸 及 上行 結 腸 ニ限 ツ テ第 八

型 病攣 ノ存 ス ル場 合 デ アツ テ、 下 行 結 腸 、S字

部 二達 ス ル例 ・・稀 デ アル｡第 八型 ノ病 憂 ハ 盲腸

ト同様 二種 々 ノ場 合 ラ見 ル｡第 八 型 以 外 ニ モ種

種 ノ型 ノ病攣 力起 ル ガ、 一 般 ニ第 七型 潰 瘍 多 ク

第 五型 ハ甚 ダ少 イ｡病 攣 バー般 二盲 腸 カ ラ直腸

ニ近 ヅ クニ從 ツテ減 少 スル ノヲ常 トスル｡

F.直 腸 ・S字 部 ト同様 種 々 ノ型 ノ病 痩 テ見 ル｡

然 シ第 八 型 ハ稀 デ アルレ｡肛 門 附近 ニ ノ・時 トシ テ

第 七型 又 ハ第 四型Bノ 比 較 的大 キ ナ潰瘍 テ 見 ル

コ トガ アル｡場 合 二依 ツ テハ、 之 ガ直腸 ニ於 ケ

ル唯 一 ノ潰 瘍 デ ア リ得 ル｡つ ノ潰瘍 ハ時 トシテ

肛 門 周園 膿 瘍 、 又 ノ・肛 門痩 トノ交 通 ラ消 息 子 ニ

依 ツ テ確 カ メ ラ レル｡

以 上 ハ大 盟 二於 テ余 ノ検 査 例 全 部 ラ、 結 核 性病

型 上通 賢 シ、 腸 各部 位 二於 ケル其 各 特 有 ナ病漿

ニ關 シテ総 括 的 二記 載 シタ モ ノデ ア ル｡腸 全罷

トシテ ノ 病 型 テ設 ケ ル コ トハ極 メ テ 困難 デ ア

リ、 不 可能 ノ観 ガ アル｡病 竈 ノ新 奮 ハ劃 然 トハ

分 ケ得 ナ イガ、 大 艦 之 テ知 ル コ トガ出來 ル｡常

二新 善 混 在 シ、 例 別 二新 菖 テ比 較 スル コ トハ極

端 ノ例 ラ除 キ、 大 多撒 ニ於 テ至難 デ アル｡

6.結 核 性 潰瘍 ノ出血 ・・厘 丸見 ラ レル｡然 シ大

量 ノ出 血 テ見 ル コ トハ稀 デ アル｡特 二腸 出血 ガ

死 因 トナ ル カ如 キハ稀 有 デ アル｡

7.余 ノ材料 中、 腸 二 穿 孔 テ 有 スル 例 ガ4例

(2.17%一 肉眼 的 ニ 腸 結 核 病 攣 テ 有 スル184例

中)ア ル｡コ ノ 内、 腸 潰 瘍 ノ 穿 孔 ハ1例(0.54

%)デ ァッ テ、 他 ノ・外 部 ヵ ラ ノ 穿 孔 デ アル｡1

例 ハ 同腸 下 部 ノ潰 瘍 ガ穿 孔 シ、 之 ガ右 側腰 筋 膿

瘍 テ形 成 シ テ居 ル｡他 ノ3例 中、1例 ハ贔 様 突

起 ガS字 部 二、1例 ハ鐘 様 突 起 周 園膿 瘍 ガ回腸

下 部 二穿 孔 シ、1例 ハ腸 間 膜 淋 巴腺 ガ室 腸 ノ下

部 ニ穿 孔 シ タモ ノデ アル｡潰 瘍 ノ穿 孔 一 ヨル急

性 廣 汎 性 腹 膜 炎 例 ラ持 タナ イ｡

8.結 核 性 潰瘍 ハ治癒 傾 向 ノ多 イモ ノ デ アル｡

即 比較 的 治癒 ノ歌 態 カ ラ、 完 全 ナ ル治 癒 、 即癒

痕 二至 ル迄 ノ種 々 ナ ル獣 態 ガ見 ラ レル｡癩 痕 性

潰 瘍 又 ハ搬 痕 ハ 主 トシテ、 同腸 、 鍍 、 盲腸 、 上

行 結 腸 二多 ク、 其 他 ノ部 分 ニィ・少薮 ニ 見 ラ レ
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ル｡多 ク ノ例 ニ於 テノ・、 癒 痕 ラ見 ル ト同 時 ニ、

未 ダ治 癒 二達 シ ナ イ潰 瘍 、 又 ハ 新鮮 ナ潰 瘍 テ他

ノ腸 部 ニ.又 ハ同 一部 位 ニ見 ル モ ノデ アル
｡即

個 々 ノ結 核 性病 竈 ハ治 癒 シテ モ、 他 ニ新 病 竈 テ

生 ズ ル故 、 腸 全膿 トシテ ノ治 癒 テ見 ル コ トノ・稀

ナ ノデ ア ル｡余 ノ材 料 中 、搬 痕 ノ ミテ有 スル例

ノ・208例 中、3例(1.44%)デ アル｡腸 粘 膜 ニ癒

痕 テ有 シ、 附屡 腸 間膜 淋 巴腺 ニ石 灰沈 著 竈 ラ存

ス ル場 合 ニ モ、 組 織 學 的 検 査 及 肺 ノ病 攣 ト ノ比

較 テ行 ノ・ズ ニ、 之 ラ直 チ ニ腸 ノ初 期憂 化群 ト断

定 スル コ トノ・出來 ナ イ｡

9.結 核 性 潰 瘍 ノ癩 痕 性 牧 縮 及 粘 膜 ノ息 肉駄 檜

殖 ニヨリ腸管狭窄症 テ來 ス｡之 ハ同盲部 ニ存 ス

ル第八型潰瘍、及小腸 ノ第四型潰瘍 ノ搬痕性牧

縮 テ有 スル者ニ見ラレル｡余 ハ室腸下部 ヨリ同

腸下端二至ル間ニ1]ケ 所 ノ狭窄 テ有スル例 テ

見 タ｡此 ノ狭窄部 ノ潰瘍 ハ皆環状 デ、潰瘍邊縁

及底面ニノ・著明ナ息肉歌檜殖 ラ認 ノタ｡

本稿 テ終ルニ當 リ、御校閲ラ賜 ハリタル東京市

療養所長田澤錬二博士二敬意テ表 シ、終始懇切

ナル御指導 ト御校閲テ賜 ハリタルレ岡治道博士 一

衷心感謝 ノ意テ表ス｡尚 種々御援助下 サレタル

醤局諸彦ニ封 シ深謝 ス｡
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